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菅
茶

山
と

頼
山

陽

　

i
茶
山
の

不

興

　
　

　

は

じ

め

に

　

頼
山
陽
は

広

島
藩
の

儒
官
、

頼
春
水
の

長
男
で

あ

る
。

春
水
と

茶
山

の

初
め

て

の

出

会

い

は
、

茶
山
が

京

都
に

遊
学

中
の

安
永
二

年
（
一

七
七

三
）

二

十
六

歳
の

と

き
、

大

坂

江
戸
堀

の

家
塾
「

青
山

社
」

に

二

十
八

歳
の

春
水

を
訪
ね

た
と

き
で

あ
る

。

二

人

は
、

文

化
十
三

年

二

八
一

六
）

二

月

に

春

水
が

亡

く

な
る

ま

で

の

四

十
有

余
年
、

親

族
に

類

す
る

親

密
な

交
り
を

持
っ

た
。

茶
山

と

山

陽
の

初
対
面
は

天

明
八

年

二

七

八
八
）

六

月
、

茶
山
四

卜
一

歳
、

山

陽

九

歳

の

と

き

で

あ

る
。

茶
山

は

初
め

て

会
っ

た

山
陽
の

起
居

振

る

舞
い

を

口
の

当
た

り

に

し

て
、

「

秀
発
に

し

て

な
か

な

か

見

所
の

あ

る

子

ど

も

だ
」

と
い

う
印
象
を

抱
い

た
。

　

寛
政
十

二

年
（
一

八

〇

〇
）

山

陽
は
二

十
→

歳
の

と

き

脱
藩
と
い

う
重

罪
を

犯

し
、

三

年

間
の

幽

閉
生
活
の

末
に

廃
嫡
さ

れ

た
。

志

す
方

向
へ

は

進
め
ず
、

放

埒
な
生

活
に

明

け
暮
れ

る

山

陽
に

心

を

痛
め

る

春

水
の

苦

境
を
救

う
べ

く、

茶

山
は

文

化
六

年
の

暮
れ

、

自
分
の

経
営
す
る

廉
塾
の

都
講
と

し

て

山
陽
を

招
く
こ

と
と

し
た

。

謹
厳
実
直

で

煙
た

い

存
在
の

父
親
か

ら

逃
れ

ら

れ
、

自
分
の

良
き

理

解
者
で

あ
る

茶
山
の

元
に

行
け

る
こ

と

は
、

山

陽
に

と
っ

て

喜

ば
し

い

こ

と
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

山

陽
は

半

年

も

経
た

な
い

う

西

原

千

代

ち
に
、

単

調
な
神
辺
の

田

舎
生

活
に

飽
き

足
り

な
い

も
の

を

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

上
、

予
て
か

ら
抱
い

て

い

た

上

方
で

名

を
挙
げ
た

い

と

い

う

夢
を

棄
て

切
れ

ず
、

文

化

八

年
二

月
六

日
、

僅
か
→

年
二

か

月
の

神
辺
で

の

生

活
を

辞
し

て

上

京

し

て

し

ま
っ

た
。

山
陽
が

上

京
し

て

か

ら

五

年
間

、

茶
山
の

山

陽
に

対
す
る

態

度
は

不
機
嫌
で
、

山

陽
の

手
紙
に

も
必

要

最
低

限
の

返

事
し

か

認

め

な
い

。

詩

の

斧
正

を

願
っ

て

も

知
ら
ぬ

顔
で

あ
っ

た
。

　
こ

の

度
は
、

山

陽

が

廉
塾

を
辞
し

て

上

京

し

た

後、

茶
山
が

山

陽
に

ど
の

よ

う
に

関
わ
っ

た

か

を

見
な

が

ら
、

茶
山
の

人
と

為
り

を

考
え

る

こ

と
と

す

る
。

　

　

　
一

　
山

陽
の

上

洛

　
1

山
陽
よ

り

茶

山
へ

の

書
簡
　（
文
化
人

年
三

月
四

日
付
）

　

廉
塾
を

辞
し

て

上

京
し

た

山
陽
は
、

閏
二

月

下

旬
、

小
石

元

瑞

　

　

　
　

　

　

　
　

ま

る

た

ま

ち

あ
が

　

　
か

す

が

ま
ち

の

保
証

で

京
都
新
町

通
丸
太

町

上
ル

春

日

町
に

家
を
借
り
た

こ

と

な
ど

を

手

紙
で

次
の

よ

う
に

茶
山
に

知

ら
せ

た
。

　

　
先
日

、

伊
藤
文

佐
へ

相
頼
、

發
一

書
信

、

近
々

相
達

可

申
候

。

　

菟
角
多
雨

鬱
陶
御
座

候
。

山

間
は

左

樣
も

無
御
座
候

歟
。

尊
履

　

若
何
承

知

仕
度
存
候

。

客
居

仕
候
へ

ば
、

憶
親

憶
師
、

心

緒
萬
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端
、

口

に

て

心

魂
飛

揚

候
と

は
、

大
二

違
申
候

。

廣

島
之

御
左

右
、

御
聞
被
成

候
は
ぐ
、

何

卒
御
親

筆
に

無
之

て

も
、

代
筆
に

て

な
り

と

も、

被

仰
越

被

下
候
樣

奉
希
候

、

篠

崎
へ

向
け
被
下

候
方

、

早
達
申
候

。

 
…

私

義
五

六

日

前
、

新

町
通
・

丸
太
町
上

ル

所
に

蹴
居

相
定

申

候
。

隨
分
立

派

な
る

家
に

て
、

八

疊
・

六

疊
二

間
に

て
、

二

階
八

疊
に

住
、

下
に

て

舌

耕
仕
候
積
御
座

候
。

疊
・

立

具
・

鍋

釜

を

そ
へ

、

壹
ケ

月
・

三

拾
目
と

申
候

。

少

高
く

御
座

候
へ

共
、

世
話
な
し

に

御
座
候

故、

當

分
此

方
に

居
申
候

。

其
内

、

外
、

利
口

之

處
も

御
座

候
へ

ば
、

と

聞
合
居
申
候

。

・．・

　

三

月
三

日
、

大

内
の

闘

鷄
を

縱

覧
せ

し

め

ら
る

。

余
、

門
生

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
き

ユ

く
せ

き

と
丶

も
に

往
け
り

。

…

余
群
中
に

跼

蹐
し

て

困

む
こ

と

甚

だ
し
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
い

ふ

忽
ち
一

人
の

笑
い

な
が

ら
に

し

て

來
り

揖
す
る

を

見

る
。

こ

れ

を
視
れ
ば

鶴
卿
〔
楓

憲）

な
り

。

　

吾
が

手
を

握
っ

て
い

ふ
、

君

來
る

こ

と

何
ぞ

速
か

な

る．、

…

　

舞
踏
不
知

過
幾
旬

　
舞
踏

知
ら
ず

幾

旬

を

過

ぐ
る

や

　

三

千
里

外
再

生
身

　
三

千
里

外

再

生
の

身

　

登

登
一

拜
金
鷄

後
　
登
登
　一

に

金

鷄
を

拜
す
る
の

後

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
か

ら

だ

　

命
答
君

恩
骸
奉

親
　
命
は

君
恩
に

答
ふ

骸

は

親
に

奉
ら

ん

昨
日
〔
上

巳
、

御
所）

鷄
合
に

誘
は

れ
、

公

家
門
の

外

に

て
、

考

安
（
楓

窓
）

二

逢
、

交
一

二

語

居

候
内
二

、

後
ロ

よ

り

袖
を

引

候

も
の

有
之

、

回

顧
候
へ

ば
、

家
母

之

歌

友
・

立

芥

屋

映
雪
と

申
尼

に

逢
申

候
。

先
以
て

（
廣
島

邸
一

同
）

安
全

之

樣
子
承

、

降

心

仕
候

。

近
日

此
方
へ

も

尋
く
れ

候
て

、

親
土

産
の

話
に

さ
セ

可
申

存
居
候

。

鷄
合

見
物
な
ど

、

あ
ま

り

物
見

だ

け

く
、

早
過

申
候
へ

共
、

御
所
樣、

ま

だ

拜
み

不
申

候

故
、

參
申
候

。

　

蹴
居

、

室

定
候
日

に
、

昌

平
來
着
、

如
何
し

テ

遲
カ

リ
シ

ヤ

と

申

候
へ

ば
、

何
や
ラ

差

閊

有
之
、

先
月

十

八

日

に

（

神
邊
）

出
立
、

大
坂
ヘ

ハ

私
上

京

ノ
一

日

後
に

着
候

由
、

コ

丶

二

奇
ナ

ル

ハ
、

龜
吉
に
御
座

候
。

昌

平
と

同

道
に

て

參
候
由
、

神
邊
先

生
二

御
懸
合
申
候
ヤ

と

も

申
候
へ

ば
、

左

に

て

は

無
之

、

昌

平

は

其

處
に

て

尋
不

申
と

申

事
、

私

其

御
地
二

居
候
内
、

何
と

て

一

言

不
及
其
事

候
イ
シ

ヤ

と

申
候
へ

ば
、

グ
ズ

く
と

申
居

、

參
候

翌
日
、

直
二

半
コ

ウ

頭
に

な

り

申
候

。

私

方
に

寄
宿
致
候

て
、

醫
家
へ

通

度
と

申
事
に

御
座

候
。

昌
平

は
、

學
問
を
専
と

仕
候
由
申
居

候
。

龜
上
口

事
、

如

何
敷
存
申
候

問、

一

應
御
尋

申

上

候
。

さ
て

此
地
へ

参
候

後
も

、

此
漢
に

は

奇
な
る

事
の

み

御

座

候
。

　

扨
、

借
家
に

て

も
主

入
に

な

り

候
へ

ば
、

　一

錢
の

物
入

も
心

挂
に

て
、

扨
々

□

□

□

家
翁、

并

先
生
な
ど
の

雅
言
（

日

頃
の

言

葉
）

存
出

候
事

御
座
候

。

 
表
札
は
、

頼

久
太

郎
僑
居
と

致
置
、

屋
敷
（

廣
島
藩
京

邸）

之

□

な

ど

に

見
咎

ら

れ

候
時
之

申
開

き

仕

候
へ

ど

も
、

何

卒
築
山

な
ど
の

世
話
に
、

天

下
晴
候
樣
に

、

近

々

仕
度
□

□

に

御
座

候
。

先
ハ

、

此

度
便
急
、

右
俶
居

相
定

候

事

斗
申
上

候
。

不
盡

。

三

月
上

巳

後
一

日
。

 
「

五
六

日

前
に

新
町

通
・

丸

太

町
上

ル

に

仮
住
ま
い

を

定
め

た
。

新
宅
は

神

邊
の

四

畳
一

間
よ

り

大

分
広

い
。

畳
・

立

具
．

鍋

釜

が

備
わ
っ

て

お

り
、

少

し

高
い

が

2
ケ

月
．

三

拾
目
）

そ
の

う
ち

気
の

利
い

た

所
も
あ
れ

ば

と

心

懸
け

て

お

く
積
も

り

だ
。

借
家
で

一81一
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も
主

人
と
い

う
こ

と

に

な

る
と

、

一

銭
の

物
入

り

に

も
心

掛
け

が

必

要

で
、

父

や

先

生

が

日

頃
お
つ

し
ゃ

っ

て

い

た

こ

と

が

思
い

出

さ

れ
る

。

」

 
「

表
札
は

頼
久

太
郎
僑
居
と
し

た
。

」

　

と

い

う

報
告
で

あ
る

。

　

2

山

陽
よ

り

茶
山
へ

の

書
簡

　（
文

化
人

年
三

月

士
二

口

付）

　

三

月

十
二

日
、

麩
屋

町
に

金
山

重
左

衞

門
を

訪

ね

た

と

こ

ろ
、

意
外
な

警
告

を
受
け

た
。

山
陽
は

そ
の

こ

と

を
次
の

よ

う
に

茶
山

に

知

ら
せ

た
。

　

 
着
京
後

、

兩
度

書
状
差
上

申
候

。

追
々

相
届
可

申

候
。

其
後

　

御

安
泰
被

為
入

候
哉

。

承
知

仕
度
奉

存
候

。

私

義、

無
恙
僑
居

　

仕
居

候
間
、

御
安
意
可

被
下
候

。

尤

 

昨
日

金
山
へ

初
て

面

　

會
仕
候

處
、

國
元

よ

り
滯
留
届、

此
地

御
留
守
居
へ

申
來
居

候
。

　

□

□

は

ば
つ

と

致

候
事
は
出
來

不
申
候

。

教
授
も

初
ら

れ
申
間

　

敷
候

。

右

先
便
に

申
上

候
表
札
等
も

、

若
何
と

申
候

。

備
後
よ

　

り
出

懸
候
故、

其

義
に

は
及
不

申
候

。

大

目
に

而
、

内

分
之

沙

　

汰
と

の

み
存
居
候
旨
（

金
山
に
）

申
候
へ

ば
、

そ

れ

に

て

も
、

此

　

地

留

守
居
は

目

附
同
樣
之

も
の

故、

内

分
之

沙
汰
に

而

は

置
中

　

間
敷

、

い

や
な
る

事
に

御
座
候
趣
、

段
々

申
候

故、

私

も

自
身

　

は
差
而

頓

着
も
無
之

候
へ

ど

も
、

家

翁
之

不
首
尾
に

ど

も
成
候

　

て

は

恐

入

候
事
故

、

大

坂
よ

り

早
便

を

頼、

國

元
築
山

と

申
へ

　

申
遣
、

内
々

伺
申
候

。

そ
れ
迄
は

竄

跡

匿
影
居
候

。

先
慈
仙
方

　

に
一

所
に

隠
れ
居
候

積
御
座

候
。

是

は

五

條
御
影
堂

林
阿

彌
と

　

申
に

て

尋
候
へ

ば
、

し

れ

申
候
也

。

體
に

寄
候
へ

ば
、

浪
華
へ

下

り

居
候
義
も
可
有
之

候
。

篠
崎
へ

御
尋

可

被
下

候
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

き
と

げ

扨

 
何
卒
國
元
へ

又
々

御
懸
合

被
下

、

此
役
遂
か

け
候
宿
志

け

し

と

み

不
申
候

樣
に

奉
願

候
。

又

々

西

歸
候
樣
之

義
出
來
候
て

は
、

小
子

無
生

之

心
候

。

是
は

不

申
候
共
、

御
推
亮
被
遊

可
被

下

候
。

此

義
御
頼
申
上
度

、

今
日

借
宅
引

拂

候
二

臨
み

、

走

筆

發

書
候

。

國

元
へ

出

候
否
と

、

前
後
に

相

達

可
申
哉

、

何

分
此

上

な

が

ら

宜

敷
御
懸
合

被
下
度
、

御
面

倒
な

が

ら

奉
願
候

。

心

緒

難
申
驀
候

。

臨
椿
悵
然、

不
盡

。

　
尚
々
、

小
石

元

瑞
は

、

致
懸

候

世
話

ゆ
へ

、

矢
張
受
よ

ろ

し

く
、

不

遠
上

り

候
樣
約
束

置
候

。

書
生

は

そ

れ
へ

話
置
候

。

三

省
は

依
然
自

隨
候

。

何
も

御
氣
遣
被
下
ま

じ

く
、

國
元
へ

も
左

樣

被
仰

遣
可
被

下
候

。

町
内
之

所
も

差
支
な

き

樣

仕
置
候

。

　

書
添
申
候

。

届
状
な

ど

も
、

所
々

へ

届

候
。

門
人

な
ど

も、

稍
々

附
か

け

申

候
所

、

［

惜
キ

事

に

な
り

申

候
。

邸
へ

は

し

れ

居
可

申

奉
存

候
。

（
藩
侯

C
直
言
上

な

ど

に

逢
ひ

て

は
、

迷
惑

至

極
之

事
に

御
座

候
。

萬
御
考
、

早
便
に

御

答

奉
待
候

。

不

知

築

山
有
何

等
處

置、

ド

ン

（
鈍
）

ナ
ル

事
申

來
候
て

は
、

再

度

の

恥

に

御
座
候

。

 
「

上

京
後
、

二

度
ほ

ど

書
状
を

差
し

上

げ

ま

し

た
。

追
々

相
届

く
こ

と

と

思
い

ま

す
。

」

　
茶
山

は

手

紙
を

受
け
取
っ

て

も
、

必

要
で

な
い

限

り

返
書
を
認

め

な
か
っ

た

も
の

と

思

わ

れ

る
。

 
昨
口

金
山

を
初
め

て

訪
ね

た

と

こ

ろ
、

「

京

都
の

留
守
居
へ

国

元

か

ら

の

滞
留
届
け

が

出
し

て

あ
る

か
。

そ
の

届
け
が
出

て

い

な
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い

と

教
授

も
始
め

ら
れ

な
い

だ

ろ

う
。

」

［

頼
久
太
郎
の

表
札

等

も
、

如

何
の

も
の

か
」

と

言
う

。

「

備
後
よ

り

出
懸
け
て

い

る

の

だ
か

ら
、

其
の

義
に

は
及

ば

な
い

の

で

は

な
い

か
。

大

目

に

て
、

内

分
の

沙

汰
と

ば
か

り

思
っ

て

い

る

が
」

と

言
っ

た

と
こ

ろ
、

「

そ

れ
で

も
此

の

地
の

留
守

居
は

目

附
同

様
の

も
の

だ

か

ら
、

内

分
の

沙
汰
で

は

置
く
ま
い
」

と
い

や

な

こ

と

を

言

う
の

で
、

私

も
自
分
は
さ

し

て

頓
着
も

し

な
い

が
、

父

に

累
が

及

ぶ

と

困
る
の

で
、

大
坂
よ

り

早

便
を

頼
み

、

国
元
の

築
山
と

申
す
者
へ

内
々

に

伺
っ

て

い

る
。

返

　

　
　
　

　
　
　
　
カ
く
　

　

　

　

　

　

　

　

カ

く

事
が

あ

る
迄
は

跡
を

竄
し

影
を

匿
し
、

一

先
づ

慈
仙
方
に

隠
れ

て

居
る
つ

も
り

だ
。

 
「

国
元
へ

懸
け

合
い

下
さ
り
、

折

角
遂
げ

掛
け
て
い

る

宿
志
が

消
し

飛

ん

で

し

ま
わ

な
い

よ

う

に

お

願
い

す
る

。

又
々

西

歸
す

る

よ

う
な

こ

と

に

な
れ

ば
、

私

は

生

き

た

心

地

も
無
く

な
っ

て

し

ま

う
。

此
の

こ

と

を

御
頼
み

申
し

上

げ
度
く、

今
日

借
宅
を

引
き

拂

う
に

臨
み

、

走
り

書
き
に

て

手

紙

を

認
め

て

い

る
。

国

元
へ

出
し

た

書
と

、

前
後
し

て

達
す
る

か

も
知

れ
な
い

が
、

何
分
此
上

な
が

ら

宜

敷
く

御
懸
け

合
い

下

さ

る

よ

う、

御
面

倒
な
が

ら

お

願
い

申

し

上
げ
る

。

」

　

や
っ

と

落

ち

着
き
か

け

た

と

こ

ろ
へ

、

こ

の

難
題
が
舞
い

込
ん

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
て

い

え

ん

で

山

陽
は

即

刻
塾
を

閉
じ

、

書
生

は

樫
園
の

医

塾
へ

托
し

て
、

慈

仙
の

寓
居
（

四

條
寺
町
大

雲
院）

へ

一

時

身
を

隠
す
こ

と

と
な
っ

た
。

　
3

山
陽
よ

り

茶
山
へ

の

書
簡
　
（
文
化
八

年
三

月

十
A
日
付
）

　
引
き

続
き

三

月

十
八

日
、

山

陽
は

茶
山

に

宛
て

て

次
の

よ

う
な

書
簡
を
送
っ

た
。

…

扨
は

、

蕃

邸
の

方

は
（
手

續
）

相
濟
候

事
に

や
、

未
濟
に

候

は
マ

公

然
開
肆
之

義
如
何

、

す
べ

て

藩
法
と

申

も
の

、

家
中

の

も
の

上

京
候
へ

ば
、

藩
よ

り

坂
（
大
坂
蔵

屋
敷）

留
守

居
へ

申
越

御
座
候

所、

篠
氏

門
人
に

、

廣
島
屋
敷
之

中
背
頭
田

中

藤
三

郎

と

申

も
の

有
之
、

數
年
公

事
の

下

働
を

致、

熟
練
致

居
候、

此

男
を

呼
寄

、

内
談

仕、

小

子

是

迄
の

成
行

、

逐
へ

打
明

咄
申
候

所、

猶

其
老
父

（

藤
七
）

と

熟

談
仕
可

申

と

て

歸
家
、

其

後
又

參
候
て
、

父

子

共

了

簡
に
、

 

此
義
ハ

　

向
不
苦
事
と

被
存
候

、

金

山
の

申

所
は

、

通

例

之

仕
官
人
之
、

表
向
之

事
に

候。

此

度

ハ
、

神
邊
學
塾

相
續
と

申

事、

表
向
な
ら
ず
と

も
、

國
元

君
上

迄

通
知

被
成
候
事
に

て
、

年
限
な

し

の

滯
留
に

御
座

候
へ

ば
、

其
養
父

同
樣
の

人
よ

り
、

差
圖

有
之

、

京

都
門
人

引
立

之

爲
に

、

久

太
郎

名
代
と

し

て

差
遣
候
抔
之

旨
、

表
面

書
状
を

彌
太
郎

様

へ

被
遊

、

そ

れ

を

役
人
へ

彌
太

郎
様
よ

り

差
出

、

内

届
相
濟
候

て
、

た

と
へ

出
立

の

跡
に

な

り

候
て

も
、

萬
事

明
白

に

相

成
可

申
候

。

唯

今
之

所
に

て

も
、

さ

し

て

恐
候
事
ハ

有
之

問
敷

、

國

元

御
親

父
に

、

難
の

か
丶

る

事
は

な
き

事
と

被
考
候
趣、

右
父

子
之

考
二

御
座
候

。

猶
坂

邸
留

守
居

も、

其
男

、

親
し

く

出
入

致
候
故
、

内
々

尋
試
候
事
も
出

來
候
と

も
、

夫
に

も
不

及

旨
申

候

故、

小
生

も
、

先
々

安
心

仕

候
。

さ

れ

ど

も
、

猶
々

事

明
白

に

相
成

候
樣
の

計
を
考

、

是
又

外
に

申
上

候

所
も
無

之

尊

家
へ

御
照

合
申
上

候
。

此
度

、

先
生

莫
大
之

御
慈
悲
に
て
、

數
十

年
の

抑
塞

を
御

拔
被

下
、

優
曇
華
之

喩
之

如
き

欣
躍

仕

居
候

所、

右
之

通

相
成
候
て

は
、

小

子

も
天

壞
問
一

大

恨
事
二

御
座

候
て
、

生

活
于

世

候
心
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も
無
之

樣
に

奉
存
候

。

此
上

な

が

ら、

宜

敷

御
工

夫
な
し

被
下
、

 

小
子
は

扨
置、

愚
父

身
上

、

浮
沈
二

氣
遣
無
之

樣、

枉
て

奉

煩
度
、

萬

所
仰
望

御
座
候

。

小
子
一

身
之

義
に

御
座

候
へ

ば
、

奮

然
決
斷

仕、

誰
が

如
何

樣
に

申
候
て

も
、

び

く
と

も

不

仕
候

へ

共
、

又
々

累
家
翁
候
て
ハ

、

小
子

遂
志

得
時

候
て

も、

何
心

處
之

□

凵

哉
、

御
憐
察

被
遊
可

被
下

候
。

夫

故
御
答
被
遊

被
下

迄
、

當

地
（
大

坂
）

に

相

愼
罷

在
候

故
、

早
便

御
求
さ
せ
、

御

面

倒

な

が

ら

御
答
御
聞
せ

可

被
下
候

。

 

三

島
老

先
生

な
ど

は
、

變
姓

名

候

て

も
、

此

邊
に

踏
留
候
へ

、

如

何
樣
と

も
世
話
可

仕、

何
卒
屹

度

改
て

、

菅
氏

養

子

に
な

り
、

舊

國
之

籍
を

脱
候
へ

ば
、

此
後

彼
是

八

ケ

間

敷
事
無
之

、

唯
今

よ

り
に

て

も
、

菅
久

太
郎
と

名

乘
候

て

は

如
何
な

ど

被
申
候

。

是

等
は

、

家
翁
抔
を

不

累
た

め
に

は
、

至

極

之

計
二

御
座

候
へ

共
、

尊

家
を

奉
累
候
儀

、

恐
入

候
義

奉
存

候
。

さ

り

な

が

ら
、

此

度
之
一

件
、

全
尊

家
傳
へ

に

て

成
就
仕
候

。

さ
な
く

て

は
、

決
て

不

出
來
候
儀
に

御
座

候
へ

ば、

菟
角

尊
家
之

御
名
目
は

離

不

申
候

儀
に

奉
存

候
。

…

扨
、

此

方
の

便
〔

勝
手
）

計
に
、

色

々

の

義

御
望
申
上

候
義

何
と
も

恐
入

候
へ

共、

三

島
老

人
之

被

申
候

樣
に
、

御
計
ひ

被
下
候
義
は

相

成
申
間
敷
哉

。

菟
角

家
翁
な

ど

は
、

上

國
立

身
之
事
無
覺
束
先

鹽
踏
に

遣
置

候

へ

ど

も
、

い

つ

歸
候
も

不
可

知

抔
と
、

淺
く

見

居

申
候

。

又
、

分
別

な

を
り

候

て
、

少
々

の

爵
俸
に

て

も
、

本

國
に

て

曜
遣
し

度
な

ど
、

矢
張

初
念
す
た

り
不
申
候

。

 

小

子

な
ど
、

國
恩
は

い

つ

迄

も
忘
不

申
候
へ

ど

も
、

終
身
浪
人
に

て

居
申

度
事
ハ
、

數

十
年
來
、

宿
志
少

し

も
移

轉
不
仕
候
へ

ば
、

此

後
如

何
樣
に

暮
し

方

難

澁
仕
候
て

も
、

仕
官
可

仕
と

は

存
不

申
候

。

本
國
へ

不

仕
候
へ

ば
、

い

つ

ぞ
や
も
申
上

候
樣
に
、

外
へ

は
死

と

も
參

不

申
ハ

勿
論
之

事
二

御
座

候
。

是

等

之

處
、

御
考

被
下、

終
身

羈

紲
を

免
れ

候
手

段
、

此

上

な
が

ら

御
計

可

被
下

、

千
萬
奉
願

候
。

先

書
に

は
、

國
元

用

人
（
築

山）

へ

直
に

も
可
申

遣
奉

存

候
へ

ど

も
、

そ

れ

に

て
は

、

事

跨
り

候
て

不

宜、

先
生
の

御
差

圖
と

申
も
の

に

て
、

何
方
迄
も

貫
候
事
に

候
へ

ば
、

外
へ

申
遣

候
事
無

之

と
、

相
止

申
候

。

且

又
、

私

直

照
合
二

相
致

候
て

は
、

萬
事
手

重

に

相
成

、

乘
引

な

ら
ぬ

樣
の

義
も

出

來
可

仕、

内
々

の

照
合
も

後

に

は

表
立

候

樣
に

相

成

候
て

は
、

以
の

外
の

事
に

御
座
候
故

、

此
後
と

て

も、

左

樣
の

照

合
ハ

不

仕
候

。

唯
々

尊

前
へ

御

伺
申
上

候

故、

内
々

宜
敷
御
照

合
被
下

度
奉
願

候
。

小

子
上

京

致

居
候
事

、

洛

中
無

隠
、

追
々

尋
來
候
も
の

も

有
之

、

甚
勢
宜

敷
御
座

候
處、

金
山

に

被
攪
撓
、

扨
々

口

惜

奉
存
候

。

然
し

不

遠
御
一

左

右
も

可
被

下
、

其

達
次

第、

再

上
（

入

京
）

仕
候

樣
に

照

合

置
候
故、

尊

答
奉
翹
企

候
。

申
上

度
山
々

御
座

候
へ

共
、

あ
ま

り

冗

長
に

相

成、

奉
漬
尊

覧
候
故
申

留
候

。

夫
人
二

宜
敷

被

仰
上

被
ド

度
奉

希
候

。

草
々

不
盡

。

尚
々

、

金

山
ハ

菟
角

先
年
之

6
□
（

脱
藩
〉

之

時
之

樣
に

存、

疑
ひ

申

鹽
梅
に

て
、

右
世
話
致

候
元

瑞
へ

も
、

彼

男

に

は

御
困

可

被
成

奉
察
、

此

方

も
、

先
年
ハ

大
に

困
り

果
し

抔
、

手

帋
に

申
越
候

由
、

惣
て

緩
怠
之

體
、

倨
侮
之

語
、

何
と

も
親
切
と

は

不

被
存
候
へ

共
、

家
翁
の

後
難
に

て
、

嚇
し

申

候
故

、

私

も
大

二

狼
狽

仕
候

。

ケ

程

に

せ

ず
と

も
、

不

苦
事
に

て

あ

り
つ

ら
ん
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と
、

只

今
に

て

は

奉
存
候

。

 

何

様
生
我
者
父

母
、

成
我
者
茶

山
と
心

得
可
申
と

、

三

島
老
人

も

被
申
候

。

此

度
之

恩
徳
之

終

に

成
樣
仕
度
奉
存
候

，

邸
吏
の

申

候
樣
之

處
〔
以

下
斷
簡）

　
三

月

十
六

日

の

早

朝
に

大
坂
に

着
い

た

山

陽
は

直
ち

に

篠
崎
家

を

訪
ね

た
。

篠

崎
家
に

は

既
に

篠
崎
三

島
・

小

竹
父

子
、

篠

崎
氏

の

門
人

で

廣
島
屋
敷
の

中

背
頭
田

中
藤
三

郎
他
、

二

∴
二

名
の

者

が

集
ま
っ

て

い

た
。

色
々

協

議
す
る

中
で

藤
三

郎
が

「

こ

う
い

う

事
は

父

親
が

詳
し
い

か

ら
」

と
…

旦

家
に

帰

り
、

父

親
の

意
見

を

聞
い

て

来
た

。

父

親
の

言

う
こ

と

は

次
の

通

り

で

あ
っ

た
。

 
「

金

山
の

言

う
こ

と
は

通

例
の

仕

官
人
の

表
向
き
の

こ

と

で

あ

っ

て
、

山
陽
の

場
合
は

神
辺

学
塾

相
続
と
い

う

こ

と

で
、

表
向
き

に

し

な

く
て

も
、

義
父

同

様
の

茶

山
の

名
代
と

し

て

京

に

遣
わ

さ

れ

て
い

る

と
い

う
旨
を
、

表

面
上

の

書
状
に

し

て

父

春

水
に

差
し

出

し
、

其
れ

を

春
水
の

方
か

ら

役
人
の

方
へ

提
出

す

れ

ば
よ
い

。

そ

れ

で

国
元
の

父
、

春
水
の

方
へ

も

累
の

及
ぶ

こ

と

は
な
い

。

」

 
「

自
分
は

扨
て

置
き
、

父

上
の

身
に

浮
沈
の

氣
遣
い

が

無
い

よ

う

に
、

仰
望

す
る

次
第
で

あ

る
。

自
分
一

身
の

こ

と

な

ら

ば
、

奮

然
決

断
し

て

誰
が

ど

の

よ

う
に

言
っ

て

も
び

く
と

も
し

な

い

が
、

父

に

累

が

及
ぶ
よ

う
で

は
、

自
分
が

志
を

遂
げ
て

も
ど

う
し

よ

う

も

な
い

。

」

　

山

陽
は

父

親
を

引
き

合
い

に

出
し

て

茶

山
の

同

情
を

買

お

う

と

し

て

い

る
。

 
「

三

島
老
先
生
な
ど

は
、

『

姓
名
を

変
え

て

も

此
の

辺

に

踏
み

留

っ

た

ら
ど

う
か

。

菅
氏
の

養
子

に

な

り
広
島
の

籍
を

抜

け

れ

ば
、

此

の

の

ち

彼
れ

是
れ
喧

し

い

こ

と

は

な
く

な

る
。

今
か

ら
で

も
、

菅
久
太
郎

と

名

乗
っ

た

ら

ど

う
か
』

と

言

わ

れ

る
。

こ

れ

等
の

こ

と

は

父

に

累

を

及
ぼ

さ

な

い

た

め

に

は
、

至

極
の

計
だ

が

尊

家
を

わ
つ

ら
累

わ

す
こ

と

に

な

る
。

し
か

し
、

此
の

度
の
一

件
は
全

て

尊
家
の

お

陰
で

成

就
し

た

こ

と

で

あ

る．、

そ

う

で

な
か
っ

た

ら

決
し

て

で

き

な

か
っ

た

こ

と
で

、

此
の

方

の

勝
手

ば
か

り

言
う
よ

う
だ

が
、

三

島
老

人
の

申
さ
れ

る

よ

う

に

菅
氏
の

養
子

に

な

る

こ

と

を
、

お

計
ら
い

下

さ
る
わ

け

に
は

ゆ

く
ま
い

か
。

」

　

顧

み

れ

ば
八

か

月

ば
か

り

前
、

福
山尋靼
潘

家
老
か

ら
茶

山
の

養
子

の

よ

う
に

扱
わ

れ

た

由
陽
は

腹
を

立

て
、

築
山

棒
盈

に

宛
て

た

手

紙
で

『

一

儒
者
の

身
に
大
に

恥
と

仕
候
事
、

父

に

對
し

申
譯
無
之

候
』

と

言
っ

て

い

る
。

そ

れ
か

ら
一

年
に

も

満

た

な
い

今、

山
陽

の

あ

ま

り

に

身

勝
手

な
こ

の

頼
み
を

茶
山
は

承

認
す

る

筈
は

な
い

．

父

春
水

も

山
陽
の

こ

う
し
た

得
手

勝
手
な

行

為

に

対
し

、

茶
山
へ

の

申
し

訳
な

さ

も

あ
っ

て
、

脱
藩
以

来

再

び

勘
当
同

然
の

処

置
を

と
っ

た
。

（
名
前
は

結
局
「

羅
井

徳
太
郎
」

と

称

す
る

こ

と

と

な
っ

た
）

 
「

自
分
は

国
恩

は
い

つ

ま

で

も
忘
れ

は

し

な
い

が
、

終
身
浪
人

で

過

ご

し

た
い

と
い

う
宿
志
は

変
わ

ら

な
い

の

で
、

今

後
ど
の

よ

う
に

暮
ら

し

方
に

難
渋
す

る
こ

と

が

あ
っ

て

も

仕

官

し

よ

う
と

は

思

わ

な
い

。

本

国
に

仕
え

な
い

の

だ

か

ら
、

他

国

に

仕
官
す
る
こ

と

が

無
い

の

は

勿
論
の

こ

と
で

あ
る

。

」

　

こ

こ

で

は

山

陽
は
自

分
の

意
志
の

固
い

こ

と

を

強
調
し
て

い

る
。

 
「

我
を

生
む

者
は

父

母
、

我
を

成
す

者
は

茶

山

と

心

得
よ

」

と

三

島
老

人
か

ら
言

わ
れ

た
。

L

　

茶

山
の

ご

機
嫌
を
取

る

よ

う

な
こ

と
を
述
べ

て

い

る
。
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茶

山
か

ら

は

四

月

十

四

日

に

「

…

京

坂
に

而

住
居
の

事
、

少

し

も
差
支
無

之
、

官
邊
振
合
、

浪

華
邸
吏
に

き
丶

あ
は
せ

候
通
の

事

に

て

御
座

候
」

（
京

坂

に
て

の

住
居
の

こ

と

は
少

し

も
差
し

支
え

な
い

。

官
辺
の

こ

と

も

浪

華

官

吏
の

言
う

と

お

り
で

あ

る
）

と

い

う

簡
単
な

返

事
が

返
っ

て

き

た
。

　

以
上

の

よ

う
な
事
が

あ
っ

て

後
、

山

陽
は

よ

う
や

く

同

年

五

月

中
旬
に

京

都
新
町

通

丸

太

町
上

ル

に

開

塾
す

る
こ

と

が

で

き

た
。

　
4

山
陽
よ

り

茶
山
へ

の

書
簡

　（
文
化
九

年
三

月
二

十
一

日

付）

　
父

と
も

絶
交
状
態
に

な

り
、

茶
山
の

不

機
嫌
は

ま

だ

解
消

し

て

い

な

い

と

感
じ

た

山

陽
は
、

文
化
九

年
三

月
二

十
一

日
、

茶

山

に

宛
て

て

次
の

よ

う
な
書
簡
を
出
し

た
。

　
…

私
事、

後

悔
な

ど

と

申

義
は

、

毛

頭
無
之
、

追
々

繁
昌
之

方

　
に

も
有
之
、

娯
樂
も
有
之

候
故

、

よ

く
も

脱
官
羈
候
義
と
、

毎

　
々

慶
天

歡
地

仕
居

候
。

さ

れ

ど
も

、

吾
身
の

自
由
（
上

京
一

件）

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
け

ん

け

ん

　
に

付
て

は
、

兩

親
・

叔
父

な

ど
、

老

體
蹇
々

勤
勢
仕
居
候

儀
存

　
出
し

空
恐

し

き
樣
奉
存
候

。

…

御

取
成
に

て

解
合

、

 

文

通
に

　
て

も
致
候
事
出

來
候
へ

か

し

と

祈
候
へ

ど

も
、

是
は

先
生

御
機

　
嫌

次
第
に

て
、

國
元
の

許

否
相
決
候
義
と
奉

存
候

。

先
生

不

機

　

嫌
の

上

は
、

兩

親
と

て

も
、

い

つ

迄
も
不
通
の

事
と

奉
存
候
。

　
是
に

付
て

も
御
霽
威
之

程、

黙
疇
仕
候

。

　
全

體
去

々

冬
願

出

候
如
く
、

私
義
始
よ

り
尊
塾

相
續
之

義
出

來

　
が

た

く

と

存
居
候
て

、

國
元

出
立

前
も
不
納
得
之

所
を
、

不

意

　
に

申
付
、

差
上

候

事
故、

日

夜
不
安、

次
第
に

恩

誼

相
重
候
て

　
は

、

飽
飛

之

罪
益

甚
候
へ

ば
、

一

口

も
早
く
願

出
、

双

方

情
愿

に

て

好
處

置
可
有
之

と
、

扨
て

こ

そ

若
右
奉
願

候

所、

案
外
御

海
容

被
遊

被
下、

國
元
の

方

も
よ

ろ

し

く
仰
取

被
下、

數
年

來

の

宿

願
を

遂
げ
、

今
日

中
原
に

翩
翔
仕

候
も
、

全

く

先
生
の

御

陰
と

奉
存
候

。

左

な
く

ば
、

い

つ

迄
も
田

舎
に

屈
首、

鬱
々

終

身
可

申
と
、

是
又

毎
時
心

中
に

御
禮
申
上

居

候
事
に

御
座

候
。

そ

れ

故
に
、

備
後
人

彼

是
と

ひ

い

き
の

引
た

を

し

と

申
樣
に
、

相
留
候
者
も

御
座

候
へ

ど

も、

右
の

東
上

の

計

議

は
、

少
し

も

し

ら

せ

不

申
候

。

獨

與
先
生

決
之

申
候

。

先

生

に

も、

私

を

ど

う
あ
っ

て

も

後
住
に

被
遊
度
と

て
、

御
呼
寄
被
下

候

御
初
心

に

も
無
之
、

左

あ

れ

ば
よ

し
、

左

な

く
ば

拔
一

抑
塞

之

人
、

使
遂

其
志

焉
了

と

申
思
石

之

義
は
、

浪
華
へ

被
遣
候
御
答

に

も、

被

仰
下

候
通

に

御
座

候
。

左

候
へ

ば
、

東
上
一

件
に

付、

左

ま

で

深
意
痛

絶
と

申
義
も
有
之

ま

じ

く

と

奉
存
候。

　
し

か

る

に
、

 

去

歳
以

來
、

莵
角
御
機
嫌
不

宜、

乞
正

候
義

御
座

候
て

も
、

し

か

ぐ
御
答
も
被
遊
不
被
下

候
は
、

如
何
の

義
に

付
思

石

に

違
ひ

候
事
ニ

ヤ

と
、

自
顧
未

得
其
説
候

。

或
は

東
上

の

節
、

塾
生

二

「

輩
も

随
從
候
義

、

悉
く

私

よ

り

そ
丶

の

か

し

候
樣
に

被
思

召
候
ニ

ヤ
。

又

跡
よ

り
一

兩
輩
も
追
來
候
も、

其
約
あ

り
て

な

ど
丶

被
思

召

候
ニ

ヤ
。

此
義
も

、

た

と
へ

私
よ

り

そ
丶

の

か

し

候
に

も
せ

よ
、

せ

ぬ

に

も
せ

よ
、

世
間
の

職
敵、

同
商
賈
の

得

意
を

取
る

な

ど
丶

申
凡

鄙
な
る

論
に

は

無
之
、

た

と
へ

ば

龜

井
道

載
A

南
冥
〉

が

弟
子

な

れ

ば
、

京
に

て

も

江
戸

に

て

も、

道
載
方
の

師
を
尋
ね

随
從
仕
度

存
じ

、

〈

村

井〉

椿
壽

門
人
な

れ

ば
、

上

京
候
て

も

椿

壽
の

〈

醫〉

術
を

持

ち
候

人
に

付
と

申
氣
味
に

て
、

其

者

從
來
信
先
生

候

故
、

波
及
於

小

子

仕、
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外
師

に

從
ふ

よ

り

は

と

申
意
と

奉
存
候

。

小

子

も、

節
度
使
部

下
小

將
外

征
候
時
、

節
度
帳
前
之

健

兒
を

分
隷
せ
ら

れ
、

戰
場

に

て

お

く

れ

を

取
ら
ぬ

樣
に

致
し

も

ら
ひ

候

樣
の

心

持

に

存
候

。

苦
か

ら

ぬ

事
と

の

み
存

居
候
。

（
自

注
i
譬
喩

類
不

恭

候
へ

ど

も、

實
意
申

上
候
）

實
に

新
店
に

て
、

一

人
に

て

も

弟

子
あ

る

を
好
み

候
時
節
に

候

へ

ば
、

來
者
不

拒
と

申

樣
に

仕
候
段

、

御
恕
察
被
遊
可

被
下
候

。

是
等
の

事
に

付
、

折
角

憐
才
恤
窮

之

念
、

化
爲
鳴
鼓
致
討

之

心

に

候
に

や

と

奉

存
候

。

も

し

左

樣
の

思

召

に

も

御
座

候
へ

ば
、

 
以

來
尊
塾
の

弟
子

尋
ね

來
り

候

と

も
、

先
生

御
添

書
無
之

候

は
寸

、

直
に

逐
返
し

候

樣
に

可
仕
哉
と

も
存
居
申
候

。

し

か

し
、

左

候
て

は

世
間

に

は
、

愈
先

生
と

私
の

際

不
和
と
の

み

存
可

申

と

も

奉

存
候

。

先
生

と

不

和
と

申

候
て

は
、

私
京
住

仕
度

候
て

も
、

不

得
已

國

元
へ

引
戻

さ

れ
、

又

々

舊
日

の

如
く

檻
養
に

て

終
身
申

さ
ね

ば

な
ら

ぬ

樣
に

可

相

成
と

、

そ

れ
の

み

口

惜

奉
存

候。 
私

は

と

も

か

く

も
、

家

翁
の

命
つ

寸

き

申
問
布
と

、

毎
度
の

義
な
が

ら
、

や
る

方
な

く

奉
存
候

。

毎
度

御
聞
も
可

被
下
、

國

元

官
邊
、

御
地

に

居

候
由
に

て
、

先
生

御
指

圖
に

て

上

京
仕
居

候

趣

故、

相

住
居
候

事
の

由

傳
承

候
。

こ
丶

を
し

く
じ

り

候
へ

ば
、

終
身

埋

木

と

な
り

候
趣
と

、

家
翁
よ

り

毎
度
金

山

邊
へ

申

參
、

な
げ

き
居

申
候
趣
に

御
座

候
。

さ
れ
ど

も
從
前

國
元
の

不

首
尾
、

御

救
被

下
、

其

御
禮
に

も
尊
塾

御
世
話

仕
ら

ね

ば

な
ら

ぬ

所
、

又
々

我

儘
を

申
、

上

京
と

申
も
の

に

候
へ

ば
、

家
翁
な

ど

は

對
先
生

、

面
皮
無
之

、

其
上

色
々

の

義
奉

煩
尊
體

候
事
は

相
憚

、

囁

臑
仕
居
候
樣
に

相
見
申

候。

さ

ぞ

く
目

夜
そ

れ
の

み

案
煩
居
可

申
候
と

奉
存
候

。

此

義
、

先
生

御
汲

取
被
下、

い

つ

く
迄
も

御
見

棄
な
く
、

國
元

公

邊
首
尾

よ

ろ

し

き
樣
に
、

御
な
し

被
下

候
は
ぐ
、

家

翁
生

前
の

大

慶
無
此
ヒ

と

奉
存
候

。

 
先
生

饒
使
痛
憎
小
子

、

獨

不
念
家

翁
の

痛
心

疾
首
乎

。

ケ

樣

に

申
候
程
な
ら
ば

、

只

今
迄
の

處
、

ケ

樣
の

は
こ

び

な

ら
ぬ

樣

に

可

仕
事
、

今
更
左

樣
に

申
上

候
は

若

何
と
、

申
も
の

も

可

有

之

候
へ

ど

も
、

も

は

や

騎

虎
の

勢
不

可

中
止

候．、

何
事
も
打
棄

歸
國
仕
候
て

も、

一

向
ツ

マ

ラ

ヌ

も
の

に

御
座

候
。

此
上

は

坐

斷
聲
下

、

土
に

喰
付
候
て

も
成
家
申
さ

ね
ば
な

ら
ぬ

事

に

御
座

候
。

其

義
の

成
否
は
、

先
生
の

御
懇
慈
に

御
座

候
。

い

か

に

激

昂
仕
候
て

も
、

主

と

病
に

勝
て

ぬ

と

申

樣
に
、

本
國
公

邊
の

さ

わ
り

出
來

候
て

は
、

萬
事

夢
泡
に

歸
し

申

候
。

是
は

禍
福
喫

緊

の

處
に

て

申

上

候
。

是
を

除
て

申
候
て

も
、

 

海
内
諸
公

知

襄

者
、

無
如

先
生

候
樣
に

、

平

生

存
居
申
候

。

作
一

詩
、

構
一

文

候
て

も、

先
生

の

賞
鑒

を

經

不
申
候
内
は

、

お

も
し

ろ

か

ら
ず

奉

存
候

。

左

樣
に

存
居
候

所
に
、

只

今
の

樣
に
、

秦
越

に

相
成

候
て

は
、

假
使
遂
其

志
も
、

無
所

聊

頼
候

。

知
己

と

申
も
の

は
、

千
載
上

下

に

も
難
遇
も
の

に

御
座

候
所

、

折
角
得
先
生
、

爲
之

依
歸
居
候
て

、

鹿
豕
の

群
を

な

さ

ず
と

も、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
ワ

千
里

咫

尺、

效
寸

尺

於
支
下

塾
の

場
、

聊
爲
先
生
の

聲
援
申

度、

心

懸
居
候

處
、

案
外

に

御
座
候

。

先
生

に

於

て

は
、

如

襄
輩
卜

百

人
、

其
有
其
亡
、

固
無
加

損
於

先
生

候
。

襄
に

在
て

は
、

天

壤
問
一

大
遺

憾
に

御
座

候
。

此

義
（

備
後

府

中
の

醫、

木

村
〉

考

安
な

ど

に

も

毎
時
申
居
候

。

從
來
の

父

執
、

雅
愛
眷
々

に

候
所
、
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不
圖

其
報

復
、

我

儘
を
働
き

候
故

、

諺
に

所

謂
襄
が

來
て

憎
し

と

思

召

候

事
も

甚

敷
と

奉

存
候
へ

共
、

縷
々

申
上

候
通
に

候
へ

ば
、

其

處
は

御

捐
棄
被
下

、

改
て

凾
丈
に

事

ふ

る

を

得
申
候
は

ぐ
、

終
身
千

里

索
居
候
と

も、

心

は

帳
下
に

侍
從
仕
候
意
に

て
、

欣

幸
之

至

可

奉

存
候

。

勿

論
獨

襄
受
賜
の

み

な

ら

ず、

家

翁
も

一

大

安
慰
、

無
此
上
と

奉
存
候

。

只

今
の

通
に

て

は
、

始

終
奥

齒
に

物
の

は

さ

ま

り

候

樣
に

て
、

　一

時
も

安
心

仕
ま

じ

く

遙
察

仕

候
。

ケ

樣
に

申
上

候
義
、

一

は

情
實
、

一

は

利
害
に

て
、

不

得
不

然
候

。

必

御

煩
敷
思
召

候
被
下

ま

じ

く
奉
希

候
。

文

句
雅

俗

混

辭
仕
候
は
、

儒
生

の

書
柬
の

常

に

御
座

候
へ

ば
、

輕
薄
に

嫌
し

き

處
も
可

有
之

候
へ

共
、

所
謂
情
促
辭
蹙

、

不
知

所
裁
候

に

て

御
座

候．、

今
日

幸
便

有
之

候

段

承
、

渡
鴻
の

節

緩
々

と

も

奉
存
候
へ

共
、

　一

刻
を

遅
く
す
れ

ば
、

家

翁
一

刻
の

不

安
に

御

座

候
へ

ば
、

亂
筆
な
が

ら

奉
申
上

候
、

萬
々

御
恕
亮

可
被
遊
下

候
。

何

分
襄
を

先
生
へ

日

夜
讒

諛

仕
候

も
の

は

無
之

哉
の

樣
に

奉

存
候

。

左

候
へ

ば
、

如
何

樣
に

申
上

候

て

も
、

先
入

爲
主

、

入

り

申

問
敷
と

は

奉

存
候
へ

共
、

在
襄

盡

其
當
然
申

度
、

不

顧

憚
如
此

御
座

候
。

い

つ

ま

で

も
申
上

候
て

も

盡

期
も
無
之

候
へ

ば

申
留
め

候
。

恐

惶
。

三

月
廿
一

日

　

淡
州

行
ノ

詩
、

惡
詩
壹

俵
ほ

ど

御
座

候
へ

共
、

一

々

は

奉
煩

も

恐

入

候
。

此
十
二

月
の

好
に

は、

餘

程

骨
折
申

候
。

五

山
・

詩

佛
な
ど
に

作
ら
せ

候
は
、

隙
、

よ

き

事

を

可
申
候
へ

共
、

不
案

内
の

上

に

拙
手

愧
入

候
。

褒
も
貶

も、

先
生

の

外

無

可

仰
の

人

候

故
、

何
卒
此
度
は

御

棄
置
な

く

被
仰

下
度、

萬
々

奉
希
候

。

一

字
に

て

も

よ

ろ

し

く

候
。

外
へ

は

見

せ

不

申
候
、

私

獨
心

得

に

仕

候
事
に

御
座
候

。

御

批
正

の

後、

竹

原
（
春
風
）

へ

被
遣

、

鳥
渡
御
見
せ

被
下

候
は
寸

、

猶

更
忝
奉

存
候

。

ま

た

あ

の

方
よ

り

御
返

し

申
上

候
節
は
、

御
面
倒
な
が

ら

御
上

せ

可

被
下

候
、

御
煩
勞
恐

入

候
。

泉
攝
諸
山
對
向
舟

海
雲

湯
渤
盡
望
頭

多
情
唯
有
摩
耶

色

送
我
依
依
到

淡
州

淡
島
□

乘
浪

華
舟

海
南
雲

日

數
囘

頭

舟
人

指
點
山

山

色

濃
是
泉
州
淡
紀
州

　
在
］

出
十

、

杷
儿

生

御
嫌
候
へ

北ハ
、

　
往
反
疊
韻
に

御
座
候

。

　
候

。

さ

れ

ど

も
歸
舟
よ

り

見

候
へ

ば
、

　
申

候
。

淡
に
て

は
、

紀
淡
の

山

如
犬
牙
に

候
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
頼
　
徳
太

郎

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
自
京
車

屋
町

御

池
上

所
西

側

　
　

備
後
神

邊

　
　

菅

　
太

中

　
樣

　
　

　
　
　

　
　
　

　

要

用
書

 
「

（

両
親
や

叔
父

な
ど

と）

文

通
が

で

き
る
よ

う
に

と

祈
っ

て
い

る

が
、

こ

れ

は

先
生
の

御

機
嫌
次
第
で

あ
っ

て
、

先
生

が

不

機
嫌
の

上

は
、

両

親

と

も
い

つ

迄

も
不

通
の

事

と

思
わ

れ

る

の

で
、

機
嫌

泉
攝
の

諸
山

對
し

て

舟
に

向
か

ひ

　

　

を

ラ
ば

つ

海

雲

瀚

渤

と

し

て

盡
望

頭

　

　
　
　

　
ま

　
ヤ

多
情

唯
だ

摩
耶
の

色
有
り

我

を

送
り

て

依
依

淡
州
に

到

る

淡

島

□

乘

浪
華
の

舟

　

　
　
　

　
し

ば
し

海

南

雲

日

數

ば
頭
を

囘

ら

す

舟
人

指
點
す

山
山
の

色

濃
き

は

是
れ

泉
州

淡
き
は

紀
州

　

下
句
ヘ

ノ

ツ

ヅ

キ
、

不

得

不

然
候

。

淡

に

て

は

紀
州

案
外
近
く
、

呼

之

可

接

　

　
　
　

　
　
泉
州
よ

り
は

遠
く

な
り
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を

直
し

て

頂
く
よ

う

お

願
い

す
る

。

」

 
「

去

年
以

来
、

と

角
ご

機
嫌
が

宜

し

く

な
い

。

詩
の

批
正

を
乞

う
て

も
、

し

か

ぐ
お

答
も
下

さ
ら

な
い

の

は
、

ど

う
い

う
こ

と

な
の

だ
ろ

う
か

。

自
ら

顧
み
て

未
だ

に

そ
の

説

明
が
つ

か

な
い

。

或
は

東
上
の

節、

塾
生
の

二

二．
一

人
が
随

従
し

た

こ

と

を
、

悉
く

私

が

そ
丶

の

か

し

た

と

思
っ

て

お
ら

れ

る
の

か
。

又

後
か

ら
一

・

二

の

輩
が

追
っ

て

来
た

こ

と

も
、

そ

の

約

束
が

あ
っ

て

の

こ

と

だ

な
ど

と
思
っ

て

お

ら
れ

る
の

か
。

こ

の

こ

と

も、

た

と

え

私
か

ら

そ
丶

の

か

し

た
に

も
せ

よ
、

せ

ぬ

に

も
せ

よ
、

匿

問
の

職
敵

、

同

商

賈
の

得
意
を
取

る
な
ど

と
い

う
よ

う
な
凡

鄙

な

論
で

は

無

く、

た

と

え

ば

龜
井
道

載
（

南
冥
）

の

弟

子
で

あ

れ

ば
、

京

で

も
江
戸

で

も
、

道
載
方
の

師
を

尋
ね

て

随
従
し

た
い

と

思

い
、

〈

村
井
〉

椿

壽
の

門
人
で

あ
れ

ば
、

上

京
し

て

も

椿
壽
の

〈

醫
〉

術

を

持
つ

人

に

付

く
と
い

う
具

合
で

、

其
の

者
が

従

来
の

先
生

を
信
じ

る
が

た

め

に
、

私
に

波
及

す
る

の

で

あ
っ

て
、

外

の

師

に

従

う

よ

り

は

と

申
す

意
と

思
わ

れ
る

。

私

も
、

節
度
使
の

部
下
の

将
軍
が

外

征
の

時
、

陣
中
の

健
児
を

分
け
与
え

ら

れ
て
、

戦
場

で

遅
れ

を

取

ら

な

い

よ

う
に

し

て

も

ら
う
の

と

同
様
の

心

持
ち
だ

と

思
い

、

苦
し

か

ら
ぬ

事
と

の

み

思
っ

て

い

る
。

一

　

立

て

板
に

水
を

流
す

よ

う
に

滔
々

と

捲
し

立

て

ら
れ

る

と
、

嘆

願
と

い

う
よ

り

む

し

ろ

茶
山
に

突
っ

か

か
っ

て

い

る
よ

う
な
感
じ

を

受
け
る．．

 
「

こ

れ

か

ら
は

、

廉
塾
の

弟
子

が

訪
ね

て

来
た

ら

先
生

の

添
え

書
き

が

無

け
れ

ば

直
に

追
い

返

す

よ

う
に

し

よ

う
か

と

も
思
っ

て

い

る
。

し

か

し
、

そ
う
す
る

と

世
間
の

人
は

先
生
と

私

の

間
が

不

和

だ
と

思

う
だ
ろ

う
。

そ

う

な

る
と

私
は

京

に

は

居

れ

な
く
な

り
、

や

む

を
得
ず

国
元
へ

引
き

戻

さ
れ
、

以

前
の

よ

う
に

檻
養
に

て

身

を

終
え

な
け

れ

ば

な
ら
な

く

な
る

。

そ

れ
の

み

が

口

惜
し
く

思

わ

れ

る
。

」

 
「

私
の

こ

と

は

良
い

と
し

て

も
、

父

が

命
を

縮
め

る
こ

と
に

な

り

は

す
ま
い

か
と
、

い

つ

も
の

こ

と

乍
ら
や
る

方
な
く
思

わ

れ

る
。

国

元

官
辺

で

は
、

先
生
の

指
図

で

上

京

し

て
い

る

こ

と

に

な
っ

て

い

る

の

で
、

こ

こ

を

し

く
じ

れ

ば
終

身
埋

も
れ

木
と

な
っ

て

し

ま

う

だ

ろ

う
と
、

父

は

心
配
し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

以

前

国
元
の

不

首

尾

を

お

救
い

下

さ
り

、

そ
の

お

礼

に

も
尊
塾
の

お

世
話
を
し

な
け

れ

ば
な
ら

ぬ

所
、

又
々

我
儘
を

言
っ

て

上

京
し

、

そ
の

上

い

ろ
い

ろ

の

こ

と

で

先
生
を

煩
わ

せ

て
い

る
の

で
、

父

は

先
生

に

対

し

合
わ

せ

る

顔
が

無
く

、

申
し

訳

な

く

思
っ

て

い

る

よ

う
に

見

受

け

ら
れ
る

。

」

 
「

先
生

に

は

た

と

え
痛
く

私
が

憎

く

て

も
、

父

が

頭
を
痛
め

て

い

る
こ

と
を
気
遣
わ

れ

な
い

こ

と

は

な
い

で

し
ょ

う
。

」

　

父

親
の

苦
衷
を

慮
っ

て
、

泣
き

落

と

し

で

茶
山
の

気
を

引
こ

う

と

し

て

い

る
。

こ

こ

ま
で

来
れ

ば

嘆

願

と

言

う

よ

り

む
し

ろ

脅
し

に

近
い

言
い

振
り

で

あ
り

、

詰
っ

た

り

脅
し

た

り
、

泣
き
落
と

し

に

か

か
っ

て

い

る
。

 
「

海
内

諸
公

で

私

を
知
る

者
は

先
生

を

置
い

て

は

無
い
．、

作
詩

一

つ

も
構
文
一

つ

も、

先
生
の

添
削
を

経
な
け

れ

ば
つ

ま

ら

な
い

。

只

今
の

よ

う
に

添
削
が

頂
か

れ

な

け

れ

ば
、

た

と

え

志
を

遂
げ

て

も

頼
る

と
こ

ろ

は

な

く

な

る
。

」

　
山

陽
は

ひ

た

す
ら

茶
山
に

縋
り
、

そ
の

温

情
を
願
っ

て

い

る
。
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こ

の

手

紙

に

対

す
る

茶

山
の

返

事
が

な
い

と

こ

ろ

を

見

る

と
、

茶
山
は

山

陽
の

嘆
願

を

全
く

無

視
し
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

　
　

　
二

　
春
水
と
山

陽
の

和

解

　
1
山

陽
よ

り

篠

崎
小

竹
へ

の

書
簡
〔
文

化
野

年
三

月
六

日

付

書
簡）

　
茶
山

は

山

陽
の

不

埒

な

行
為

を
許
し

て

は
い

な
い

が
、

旧

来
の

親
友
、

春
水
の

落
胆

と

苦
境
を

救
う

べ

く
、

二

人
の

間
を
何
と

か

し

て

和
解
さ
せ

て

や

り

た

い

と

水

面
下

で

動
い

て
、

文

化
十

年、

春
水
が

有
馬

温

泉
に

行
く
折
り

を
機
会
に

、

二

人

を

対
面

さ

せ

父

子
の

和

解
を

果

た

さ
せ

よ

う

と

し

た
。

　
山

陽
は
、

春

水
の

有
馬
温

泉

入

湯
の

旅
の

こ

と

を

人
伝
に

聞
い

て
、

文

化

十

年

三

月

六

日
、

篠
崎
小

竹

に

次
の

よ

う
な
手

紙

を
送

っ

た
。

　
老
父
（

有
馬
）

入

湯
（
の
）

事
は
、

う

す

く
承

り

候
。

實
に

決

　
候

事
に

や
。

左

あ

ら

ば
、

私

只
A

，

不

通
に

て

は
、

此

方
に

て

承

　

歡
出
來
が

た

く、

是

と

申
も

茶
（
山）

翁、

不

霽
威
（

不

機

嫌）

　
候

故
也

。

こ

ま

り
た

る

者
に

御
座
候

。

如
何
樣
に

申
遣
候
て

も
、

　
承

知

せ

ら

れ

不
申
、

是

急
埒
明

不
中
て

は
、

一

日

増
一

日

に

不

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
まヒ
　

　
孝

候
。

何

卒
御
老

人
（
三

島）

樣
よ

り

茶
翁
へ

取
持
、

極
て

霽

　

威
せ

ら

れ

候
樣
、

偏
に

御
口

添

奉
願

候
。

同
じ

く
父

執
に

御
ざ

　

候
へ

ば
、

事

體
得

宜
可

申

と

奉

存
候

。

子

成
は

悪

者
に

し

て
、

　
そ

こ

を

枉
て

御
宥

被
遣
よ

と

被

仰
遣

度
候

。

ま

け
お

し

み

強
き

　

叟
故、

い

け

申
問

敷
候
。

此

義

偏
に

奉
煩
老
拳
候

。

左

な

け
れ

　
　

　

　

　
　

　
し

　
ば

、

老
父

上

り

之

時
、

一

向
つ

ま

ら
ぬ

者
に

御
座
候

。

生

涯
之

　

後
悔
返

り

不

申
候

。

茶

翁
へ

は

度
々

申
遣
候

。

一

字
之

答
な
し

。

　

　

　
　　
が

は

　
私

書
状

遣

し

そ

れ
へ

御
口

添
よ

り

は、

私
よ

り

御
願

申
上

候

故、

　
御
取
持
被
下

候

と

歟
。

左

な

く
と

も、

此

度

之

入

湯
な

ど

之
事

　
體、

被
仰

遣
度
奉
願

候。

　
「

父

が

有
馬

温

泉
入

湯
の

旅
に

出

ら

れ

る

こ

と

は

本
当
で

あ
ろ

う
か

。

私

は

今
、

父

と

は

文

通

も
絶
た

れ

て

い

る．、

と

い

う
の

も

茶
山

翁
の

不

機
嫌
が

原
因
で

困
っ

て

い

る
。

ど

う
か

三

島
老

人
様

か

ら

茶

山

翁
に

取

り

な
し
、

無
理

に

も
機
嫌
を

直
し

て

頂
く

よ

う

口

添

え

願
い

た

い
。

茶

山
翁
は

負
け

惜
し

み

の

強
い

人
だ

か

ら
、

一

通

り

で

は

い

か

な
い

か

も
知
れ
な
い

。

父

と

こ

の

機
会
に

仲
直

り

で

き

な
い

と

生

涯
の

後
悔
と

な
り

取
り
返
し

が
つ

か

な
い

こ

と

に

な
る

。

茶

山

翁
へ

は

度
々

申
し

遣
っ

た

が
一

字
の

返

事
も

な
い
」

と
い

っ

た

内

容
で

あ
る

。

　
山

陽
は

知

ら

な
か
っ

た

が

こ

の

件
に

関
し

て

は

茶

山
の

根
回

し

も
あ

り
、

篠
崎
三

島
ら

の

働
き

も
あ
っ

て
、

山

陽
父

子

は

再

会
し

和
解
が

で

き

た

の

で

あ

る
。

山

陽
は

後
で

茶

山

が

自
分
た

ち

父

子

の

問
の

調

停
を

取
り

持
っ

て

く

れ

た

こ

と

を
知

り
、

次
の

よ

う
な

礼
状
を

認
め

て

い

る
，

2

山

陽
よ

り

茶
山
へ

の

書
簡
　（
文

化
十

年
五

月

朔
付）

二

月

廿
七

日

出

之

尊

書、

四

月

四

日

相
達

、

難
有
拜

披
仕

候
。

先
以

其
節
益
御
勇
健

被
遊
御
座
、

恭
慶
之

至

奉
存
候

。

小

生
無

異
罷
居
候
條
、

乍

憚
御
放
念
可

被
遊
ド
候

。

誠
に

道
光

上

人
及

山

田
主

人
（
安

藝
山
田

友

益）

な
ど
へ

度
々

煩

言

調

停
之

義
相

頼

候
所、

御
面

倒
と

も

不
被
思

召
、

御
聞
納
被
下

、

家
翁
上

京
に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
わ

さ

わ

ざ

付、

篠
（
崎
）

・

金
（
山
）

二

家
へ

態
々

御
状

被
遣

、

小

子

對

面
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之

義、

御
從
臾

被
下
候
段
、

難

有
奉
存
候

。

即
二

家
取

持
に

而
、

　
此

度
久
々

に

而

對
顔

相
許

、

頗
承
歡
心

候
段

、

全

御
恩

庇

と

感

　
戴
仕
候

。

早
速

以
書
状
御
一

謝
可

申
上

筈
之

處、

久
々

之

對
面
、

　
處
々

負

劍
（

隨
伴）

に

無
寸

暇
、

色
々

心

配

之

筋
も

有
之

や
う

　

く
此

兩

三

日
、

事
□

候
樣
に

覺
申
候
に

付
、

認
此

書
、

先
御

　
謝
辭
迄

、

若
此

御
座
候

。

此

書
未
達
候
前

、

巳

に

家
翁
歸
途
奉

　
訪

候
而

、

此

地

之

樣
子

ど

も
、

御
聞
可

被
遊

候
故、

委
曲
は

不

　
奉
汗
尊
聽
候

。

草
々

不
備

　
　
五

月

朔

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
頼

徳
太

郎

　
拜

　
　
茶
山
老

先
生

　
　

　

　
　

　

凾
丈

　
　
別

啓

　
　
道

光
師
な

ど
へ

遣
候

書
面
中
之

語、

又

々

尊

意
に

觸
犯

仕
候

　
義
御
座

候
趣
恐
入
候

。

是
は

東
行
以

來、

家
翁
霽
威
不

仕
候

義、

　
全
く

先
生

御
機

嫌
不
宜
候

故
と

相
聞
へ

候
故

、

ケ

樣
に

申
上

候

　
迄
之

義
に

而
、

前
後
倒

錯
仕
候
は
、

語

言

之
失
に

御

座
候

間、

　
不

被
以

辭
害
志
候
樣
奉
希
候

。

萬
奉
期
後
便
候

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
襄

　
頓

首

　
山

陽
は

こ

れ

で

茶
山
の

自
分
に

対
す
る

機

嫌

も
直
っ

た

と

単
純

に

思
っ

た

よ

う
だ

が
、

茶
山

の
…
磯

嫌

は

そ

う

簡

単
に

は

直
ら

な

か

っ

た
。

　

　
三

　
茶

山

と

山
陽
の

再
会

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ま
さ

き
よ

茶
山

は

江

戸

詰
め
の

藩
主

阿
部
正

精
侯

か

ら

召
さ

れ

て
、

文

化

十
一

年
五

月
六

日

に

神
辺

を

発
っ

て

東

都
へ

の

旅

に
上
っ

た
。

山

陽
と

は

文
通
を

絶
っ

て

い

る
の

で

知

ら
せ

な
か
っ

た

が
、

噂
で

こ

の

こ

と
を
知
っ

た

山

陽
は
、

大

坂
の

篠
崎
小

竹
に

頼
ん

で
、

茶
山

の

旅

程
を

調
べ

て

貰
い

、

武
元

登

登

庵
景
文
と

共

に

茶
山

に

会
う

こ

と
が

で

き
た

。

廉
塾

を

去
っ

て

か

ら
三

年

振

り
の

再

会

で

あ
っ

た
。

山

陽
は

茶

山

が

大

坂
・

京

都
に

滞
在
し
た

数
日

間
を
、

登

登

庵
と

共

に

専
ら
茶
山
の

世
話
に

努
め
た

。

　
五

月
二

十
｝

日
、

、

石

場
」

で

別
れ
る

に

当
た
っ

て

茶
山
は

「

勢

田

途
上

是
日

與
送

者
別

干
石

塲」

と

題
す

る

次
の

七

言

絶
句
を
詠
ん

だ
．．

　
蹄
輪
絡
繹

路
彎
環

　
不
識

何
邊
送

者
還

　
只

有
恨
人

行
且

顧

　
滿
湖
烟
雨
暗
逢
山

て

い

ウ

ん

　
ら
く
ス

さ

　

　

　

　

　
み

ち

わ

ん

く

わ

ん

蹄
輪

絡

繹
と

し
て

路

彎

環

す

　

　

　
　

　

　
あ

た

識
ら
ず

何
れ
の

邊
り
か

送
者
還

る

　

　
こ

ね

じ

ん

只
だ

恨
人
の

行
き

て

且
つ

顧
る

有
り

滿
湖
の

烟
雨

逢
山

を

暗
く

す

　

　

　
　〔
「

黄

葉
夕
陽
村

舎
詩
』

後

編
巻
五
）

　

後
に

山
陽
は

こ

の

詩
の

欄
外
に

次
の

よ

う
な
評
を

付
け

て
い

る
。

　
そ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ば
ぐ

か

ん

「

爾
の

時

景
文
と

襄
と

雨

を
衝
き
て

還

る
。

民

家
に

麥
稈
を

乞

ひ

得
て

笠

に

代
へ

た

り
。

亦
た

頻

頻
と
し
て

回

顧
す

。

」

つ

ま

り
、

「

私

た

ち
も
雨
を

衝
い

て

還

り
、

途
中
、

民
家
で

麦
の

藁
を

乞
う

て

笠

の

代
わ
り
と

し
、

頻
り

に

後

ろ

を

振
り

返

り

な
が

ら

還
っ

た
」

と

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
な

い

う
の

で

あ

る
。

そ

う

し

て

次
の

行
に

は

「

恨
人

は

離
人
に

作
す

は

如
何
」

の

評

が

有
る

。

「

恨
人
」

は

「

離
人
」

に
し

た

ら

ど

う

か

と
い

う
の

で

あ

る
。

又
、

更
に

次
の

よ

う
に

も

記
し

て
い

る
。

二

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
ち

路

新
舊
逢
迎

し

て

皆
殷

殷
た

り
。

紀
姓

字
は

景
文

及
び

襄
、

知

を

　

　
　

　

　

ふ

る

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

か

べ

つ

蒙
る
こ

と

最
も

舊
し

。

而

し

て

戀

戀

と

し

て

送
り

奉

る
。

乃

て

概
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い

か

ん

乎
と

し

て

送
者
と

呼
ぶ

の

み
。

知

ら

ず

尊
意
の

奚
若
を

。

」

つ

ま

り
、

二

路
新
舊
歓
迎
し

て

も
て

な

し
、

別
れ

に

臨
み

皆

憂
え
て

い

る
。

　
　

　

　
　

　
な

か

ん

つ

く

登
登
庵
と

私

は

就

中

最
も

古
い

馴
染
み

で

あ
り、

別
れ
る

に

偲
び

が

た

く
思
っ

て

送
り

申

し

上

げ
て

い

る
の

に
、

大
ざ
っ

ぱ
に

『

送

る

人
』

と
だ

け
で

あ
る
の

は

ど

う
し

た

訳
か
、

先
生

の

気
持

ち

が

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ひ

き

分
か

ら
な
い
」

と
い

う
の

で

あ
る

。

茶

山

は

こ

の

詩
の

引
に

「

是

の

日

送
者
と

石

塲
に

別

る
」

と
つ

け
た

だ

け

で

あ

る
、

そ

れ

で

は

「

送
者
」

が

「

登

登
庵
と

山

陽
」

で

あ

る

と
い

う
こ

と

は

分
か

ら

な
い

。

欄
外
に

山
陽

が

評
を

記
し

て
い

る

か

ら

分
か

る
の

で

あ

り
、

山

陽
は

そ

こ

に

茶
山
の

わ

だ

か

ま

り

を

感
じ

た．、

確
か

に

こ

の

と

き

の

茶

山
の

気
持
ち

に

は

釈
然
と

し

な
い

も
の

が

あ
っ

た．、

そ
れ

は

「

送

者
」

と

素
っ

気
な
い

表

現
を

し

な

が

ら
、

一

方
で

は

「

不

識

何
邊
送

者
還
一
（
こ

の

雨
の

中
を

あ
の

二

人
は

今、

ど

の

辺

り

を

還
っ

て

い

る
だ

ろ

う
か
）

と

気
遣
い

「

只

有
恨

人
行
且

顧
」

（
恨
み

の

心
を

抱
く

私
は

歩
い

て

は

又
振

り
返

る

の

だ
っ

た
）

と
、

些
か

後
ろ

髪
を
引

か

れ
る

よ
う
な
気
持
ち
が

あ
っ

た
。

　

こ

の

東
遊
中
に

詠
ん

だ

茶

山
の

詩

に

は
、

旅
で

同
伴
し

た

人
た

ち
に

つ

い

て

は

皆
、

名
前
が

記

さ
れ
て

い

る
。

「

勢
田

途
上
」

の
一

首
後
に

「

櫻
川
有

懐
韓
聯
玉
」

（
櫻
川
に

て

韓
聯
玉

を

懐
ふ

有
り
）

と

題
す
る
七

言

絶
句
も

詩
文
の

後
の

注
に

「

聯
玉

伊
勢
人

…
」

と

か
、

更
に

そ

れ

よ

り

二

首

後
の

「

關
驛
示
佐

藤
子

文
」

（
關

驛
に

て

佐
藤

子

文
に

示
す
）

の

詩

題
の

下
に
「

子
文

伊
勢
人
去

年

來
寓
余
家
今

春
辭
去
」

（
子

文
は

伊
勢
の

人
。

去

年

來
り
て

余
が

家
に

寓
し
、

今
奉

辭
去

す）

と

記
さ

れ

て

い

る
。

す
ぐ

次
の

「

呈

韓
聯
玉
」

と

題
し

た
七

言

絶
句

も

詩

題

の

下

に

「

聯
玉

同
子

文

來
二

姪

從
焉
」

（
聯
玉

は

子
文

と

同

に

來
り
、

二

姪

從
ふ
）

と

注

記
が

あ
る

。

送
っ

た

人
の

名

前
が

書
か

れ

て
い

な
い

の

は

こ

の

詩
だ

け

で

あ
る

。

茶

山
は

此
の

詩
が

や

が

て

山

陽
の

目

に

触
れ

る

こ

と

を

承
知
の

上

で
、

意
図

し

て

そ

う

し

た
の

だ

と

考
え

ら
れ

る
。

そ

れ

で

は

茶

山
の

意
図
し

た

も
の

と

は

何
だ
っ

た

の

だ

ろ

う

か
。

そ

れ

は、

山
陽
の

こ

れ

ま

で

の

数
々

の

不
埒
な
行
為
に

対

し

て
、

茶

山

が

憤
懣
を

抱
い

て

い

る

こ

と

を

知

ら
し

め

る

た

め

で

あ

り
、

後
日
「

恨
人
」

を

「

離
人
」

に

し

た

ら

ど

う
か

と

山
陽
が

評
し
た

に

も

関
わ

ら
ず

、

直
さ

な
か

っ

た

の

は
、

茶
山
の

抱
い

た

山

陽
に

対
す
る

恨
み

の

心

を
、

忘

れ
て

欲

し

く
な

か
っ

た

か

ら

だ

と

考
え
る

。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

は

こ

ね

　

こ

の

旅
の

道

中、

六

月
二

日

に

箱
根
に

宿
し
た

と

き
の
［

宿
筥
根

嶺
」

と

題

す

る

次
の

作
が

あ

る
。

　

驛
舎
無
蚊
霧
氣
清
　

驛
舎

蚊

無

く

霧
氣
清
く

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
よ

ろ

こ

　

却
忻
暑
路
入

山
程
　

却
っ

て

忻

ぶ

暑
路

山

程

に

入

る

を

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
う
ん

ぺ

う

　

誰
知

今
夜
宿
雲
表

　

誰
か

知
ら
ん

今
夜

雲

表
に

宿
し

　

枕
上

近

聞

湖
水

鳴
　

枕
上

近

く

湖

水
の

鳴
る

を

聞
か

ん

と

は

こ

の

詩
の

結

句
「

枕
上

近
」

の

原
作
は

「

東
山
頂
一

で

あ
っ

た
。

山

陽
は

こ

の

詩
の

欄
外
に

「

三

四

似
不

甚
承
接

。

作
誰
知

山

驛
傍

湖
水
、

枕
上

近

聞
波
浪
鳴

。

山

程
作
雲

程
、

或
山

驛

作
嶺
市
如
何
」

（

三

四

甚
だ

し

く

は

承
接
せ

ざ
る

に

似
た
り

。

「

誰
か

知
ら

ん

山

驛

　

　
　
そ
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
な

湖
水
に

傍
ひ

、

枕
上

近

く
波
浪
の

鳴
る

を
聞

く
を
」

と

作
し

、

「

山

程
」

は

「

雲

程
」

に

作
し
、

或
は

「

山

驛
」

は

「

嶺
市
」

と

作
す

は

如
何
）

と

評
記
し

て

い

る
。

こ

の

詩
の

場
合

、

茶

山
は

山

陽
の
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評
の

よ

う
に

「

東
山

頂
」

は

す
ん

な
り

と
「

枕
上

近
一

に

直
し

て

い

る

と

こ

ろ

を

見
る

と
、

何
が

何
で

も

山

陽
の

評
を
無

視
し

て

い

る

訳

で

は

な
い

。

「

勢
田

途
上
」

の

「

恨
人
」

を
「

離
人
」

に

直

さ

な
か
っ

た

の

は
、

甘
く

す
れ

ば

付
け

上

が

る

山

陽
の

気
質
を
茶
山

は

熟
知
し

て

お

り
、

先
に

も
述
べ

た

よ

う
に
、

山

陽
の

行

為
に

対

す
る

茶
山
の

恨
み
の

心

を

忘
れ

て

貰
い

た

く

な

い

と
考
え

、

敢
え

て

直
さ
な
か
っ

た

も
の

と

考
え

る．、

し

か

し
、

茶

山
も

こ

の

と

き

は
、

自

分
の

剛

情
な

ま

で

の

態
度
に
、

幾

分
自
省
の

気

持
ち
が

働

い

て

い

た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

そ

れ

は

承
句
・

転
句
の

「

不
識
何

邊
送

者
還
、

只

有
恨
人

行
且

顧
」

の

部
分
で
、

一

こ

の

数
日

、

自
分

の

た

め

に

誠
心

誠
意
尽

く

し

て

く

れ

た
二

人

が
、

傘
も

持
た

ず
雨

の

中
を

還
っ

て

行
っ

た

が
、

今

ど
の

辺

り

を
還
っ

て

い

る

だ

ろ

う

か
」

と

心

に

か

か
っ

て
、

何
度
も
振
り

返

ら
ず

に

お
れ

な
か
っ

た

と

い

う
と

こ

ろ
か

ら
も
知

ら

れ
る

。

　

　

　
四

　
茶
山
の

不
興
氷
解

　

1

茶
山
の

辛
抱

　

茶

山
の

山

陽
に

対
す
る

不
機

嫌
は
、

文

化
六

年
の

歳

末
、

山
陽

が

廉
塾
に

来
て

か

ら

少

し

ず
つ

積
も
っ

て

い

た
。

そ

れ

は
、

山
陽

が

茶

山
の

期
待
に

添
う

都
講
で

な

か
っ

た

か

ら
で

あ

る．、

そ

れ

で

も

茶

山
は

、

で

き
る

だ

け

山

陽
に

合
わ

せ

る

よ

う
に

忍

耐

強
く
努

め

た
。

　

或
る

日
、

市
村
と
い

ふ

処
に

梅
見

に

行
っ

た

と

き
、

前
に

池
が

あ
り

藁
屋
三

四

軒、

白

梅
が

さ

か

り

に

咲
い

て

い

る
の

を

見
て
、

茶
山

が

「

扨
々

幽

雅
な
る
よ

き

所
」

と

ほ

め

る

と
、

山

陽
が

「

幽

雅
に

は

こ

ま

り

入

申
し

候
、

此
の

上
の

幽

雅
は

御
免
蒙
り

た
い
」

と

突
っ

か
か

る

よ

う
な

言
い

方
を

し

て

お

り
、

諸
生

の
一

人

が

村

家
を

指
さ
し

山

水
の

画
の

事
を
申
し

た

と
こ

ろ
、

「

元
来
あ
っ

て

益

な

き
家
は
一

軒
も

な
き
が

よ

し
」

と

何
か

に
つ

け
て

突
っ

か

か

る

よ

う
な
態

度
で

あ
っ

た
。

腹
ご

な

し

に

散
策
を

し

た
い

と

山

陽

が

言
う
の

で
、

茶
山
は

寒
さ

を

我

慢
し
、

酒
肴
を

準

備
し

て

付
き

合

つ

た

り
、

入

手
困

難
な

食
べ

物

も
、

山

陽
の

好
み
に

合
わ

せ

て

調

達
し

た

り
、

塾
生
へ

の

依
怙
最
屓
に

も、

茶
山

と

し

て

の

工

夫
を

凝
ら

し

て

補
佐
し

た

り

等
々
、

茶
山

は

相
当

に

辛
抱
強
く

山

陽
に

関
わ
っ

て

い

る
。

し

か

し
、

山
陽
は

自
分
の

宿
願

を

叶
え

る

爲
に

、

茶
山
の

恩
情
に

後
足
で

砂

を

か

け

る

よ

う
に

し

て

上

京
し

て

し

ま

い
、

上

京
の

際
に

は

塾

で

役
立

ち
そ

う

な

書
生

を
連
れ
て

出

て

し

ま

っ

た
。

後
で

茶
山
が

困
る
こ

と

な

ど

全

く
頓
着
し

な

か
っ

た
。

上

京

後
も

自
己

中
心

的

な

嘆
願

な

ど

を

し

て
、

茶
山

は

迷

惑
を

掛

け

ら

れ

る
こ

と

が

多
く

、

不

機

嫌
は

お

さ

ま

る

ど
こ

ろ

か

益
々

増

幅

し

て

い

っ

た
。

文

化
十
三

年
（
一

八
一

六
）

正

月
八

日

に
、

山

陽

が

小
野

移
山
亭

に

宛
て

た

書
簡
の

中
に

「

…

茶
（
山）

叟
、

菟
角

機
嫌
な
を

ら

ず
、

如

何
之

事

哉

と

疑
惑
仕

候．．

コ

マ

ツ

タ
モ

ノ

也

…
」

と

あ

る

と

こ

ろ
か

ら
、

そ
の

不

機
嫌
は

実
に

数
年
間
に

も

亘

っ

て

い

る

こ

と

が
わ
か

る
。

そ

の

人

柄
を

「

温

厚
寛
容
」

と

称
さ

れ

る

茶
山

か

ら

は
考
え

ら
れ

な
い

こ

と

で

あ

る
。

と

も
あ

れ
、

茶

山

の

不

機
嫌
は

直
っ

た

の

か
。

直
っ

た

と

す

れ

ば

何
時
な

の

か
。

2

春
水
の

死

文

化
十
三

年
二

月
十
九

日
、

春

水
が

亡

く

な
っ

た
。

　
一

月

十
八
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日

に

「

父

危
篤
一

の

知

ら
せ

を

受
け

取
っ

た

山

陽

は
、

そ
の

口

の

う
ち
に

京

を

出

立

し

て

廿
二

日

神
辺
に

着
い

た
。

休

む
間
も
な

く

茶
山
の

震
籠
を

借

り
、

夜
を

か

け
て

広

島
の

春

水

邸
に

着
い

た
の

は
、

春
水

葬
儀
の

三

日

後
だ
っ

た
。

総
て

を

終
え

て

京
に

帰
る

途

中
、

山
陽
が

神

辺

に

寄
っ

た

の

は
三

月
二

十

四

日

で
、

そ
の

日

の

う

ち

に

帰

る

つ

も

り

だ
っ

た

が
、

茶
山
に

引
き

留
め

ら

れ

て

二

十

六

日

ま

で

滞
在
し

た
。

明
日

は

出
立

と
い

う
前
夜
、

茶

山
は

，

今

晩
も

名
残

じ

や
」

と

言
っ

て

山
陽
の

泊
ま
っ

て

い

る

部
屋
に

話

し

に

来
た

。

山
陽
は

茶

山
か

ら

弔
慰
の

手

紙
を

貰
っ

た

礼
状
を
、

次

の

よ

う
に

認
め

て
、

既
に

広

島
か

ら

茶

山
の

元
に

差
し

出

し

て

い

た
。

　

先
頃
夜
分
唐
突

罷
出

候

處、

乍
例

御
優
待、

輿
丁

之

義
甚
奉
煩
、

　

殊
に

御
輿
拝
借
被
仰
付

、

萬
端
御
心

付

被
下

難
有
仕
台
奉
存

候
。

　
一

歩

も
相

急
候
節
故
、

失
禮
の

み
申

上

候
。

扨
、

廿

四

日

早

朝

　

迄
に

駈

付
申
候
處

、

既
に

葬
後
三

日

と

申

所
に

而、

擲
地

慟
哭
、

　

五

内

崩
裂
仕
候

。

萬
々

御

憫
察
被
遊
可
被

下
候

。

誠

に

罪
惡
深

　

重
と

申
事
、

常
言

に

御
座

候
へ

共
、

如
襄
則

眞
个
左

樣
に

て

御

　

座

候
。

先
日

は

竹
田

貞
之

丞
（

器
甫）

殿
便
に
、

御
弔
書
被
下、

　

片
便
に

御
座

候
へ

ば
、

御
不
沙
汰

に

打
過
申

候
。

今
般
又

御
便

　

被
下
、

北
條
君、

門

田

君
よ

り

も
御
弔

意、

忝
奉

存
候

。

禮
俗
、

　

喪
服
中
は

酬

答
不

仕
例

に

御
座

候
へ

共
、

格
別
之

御
義

、

且

先

　

目

奉
煩
候
御
禮
も

有
之

、

旁
強

援
筆
如
此

御
座

候、

恐

惶
不

次
。

　
　

　
三

月
七

日

　
　
　

　

　
　

　

　
　

不

肖
孤

襄

拜
復

　
　

茶
山
老

先
生

　
　

　
　
　

　
座

下

　
　
尚
々

、

北
條
先
生
其
外
へ

別
に

不

奉
答
、

宜

敷
奉

煩
候

。

私

義

も
先
人
存
意
有
之
、

乍
在
服

、

草
々

歸
京
仕
候
樣
、

諸

叔

も

　
申
候

。

尤
母

義
淋
し

が

り

申
候

所、

見

兼
申
候
故

、

廿

日

頃

迄

　
は

滞
留

仕
候

樣
に

上
へ

も
届

置
申

候。

憂
服

に

而

執
謁
候

義
如

　
何
敷
奉
存
候
へ

共
、

先
人

よ

り

訓
戒

之

義
も

申

置
候

事
も

有
之

　
候
旨
、

下
り

が

け
に

も

可
被
仰
聞
候

。

彼

是
推
參
仕
候
覚
悟
に

　
罷
在
候

。

乍
此
上

御
見

棄
被
遊
不

被
下
、

先

人

在
時

同
樣
に
、

　
不

相

替
御
眷
顧
被
遊
被
下

候

樣
、

千

萬
奉
冀
候

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
文

化
十
三

年
三

月
七

日

付
）

　
こ

の

手

紙
で

山
陽
は
、

「

誠

に

罪
惡

深

重
と
い

う

事
は
、

常
に

言

わ

れ
る

言

葉
で

は

あ

る

が
、

真
に

私
独

り

に

有
る

言

葉
の

よ

う
に

思
え

る
」

と

述
べ

て

い

る

が
、

こ

れ

は

十

数

年

間

に

亘

り

父

親
を

手
こ

ず

ら

せ
、

心

配

ば
か

り

か

け
て

来
た

父
へ

の

懺
悔
の

言
葉
で

あ

る

と

共

に
、

茶
山

に

対
す
る

懺

悔
の

気

持

ち

で

も

あ
っ

た
と

思

わ

れ

る。

　
3

茶
山
の

不

機
嫌
解
消

　
山
陽
は

明

日

は

神
辺

を

辞

す

と
い

う
前
夜
、

母

梅
颶
に

宛
て

て

次
の

よ

う

な

手

紙
を

認

め

た
。

　
神
邊
よ

り

申
上

候
。

竹
原
、

尾

道
よ
り

連
綿
申
上

候
通

、

私
義、

　
二

十

四

日

朝、

尾

道

着
岸

仕
候
而

、

其
日
七

時
前
、

神

邊
へ

著

　

仕
候

。

先

生
（
茶
山
）

在
宿
、

懇

切
慰
藉

。

其
夜
一

宿
。

翌
朝
（
自

　
注

−
二

＋
五

日）

出
立

と

存
候
所
、

被
留

候
故
…

岡

山
之

人

油
屋

　

何
某

と

申

好
人

物、

折

節
來
會、

明

日
（
自

注

−
二

＋
六

五

日
）

　

罷
歸
候
故

、

私
と

同

道
、

同

人

宅
に
一

宿
致
呉
と

申
候
二

付
、
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其
意
に

ま

か

せ

可

申
…

菅

塾
ニ

ハ
、

櫻
ハ

皆
々

盛
過
二

而
、

柳

　

な
ど

青
々

と

致

居
申

候
。

先
生
に

御
病
中
之

義
ど
も

悉

敷
御
物

　

語
仕

候
。

此

以

後
ハ

別

而

御
見
棄

不

被
下

、

御
在
世

之

時
同

樣

　

二

不

相

替
御
懇

意
可

被
成
下

と
、

深

く
相
話

中
候
事
二

候
。

庭

　

前

な
ど
、

陪
從

先
生
之

事
な

ど

存
出

申
候

。

先
生

も
、

寝
汗
な

　

ど

出

候

樣
之

症
有
之

候

由
、

左

な
け
れ

ば
、

自
身
弔
二

可
往
と

　

存

候
へ

共
、

不

及
力
候

故
、

四

十
九

日

迄
之

内
、

名

代

可
遣

存

　

居

候
抔
と

被
申
候

。

…

し

か

し
、

當
塾
ふ

す
ま

、

屏

風

な

ど

に

　

も
、

大

人

御
遺
墨

多
く

御
座
候

故、

觸
目

起

感
申
候
事
に

候
。

　

先
生
（
春
水
）

も

此

方

よ

り

精
神
た

し

か

な

る

人
故、

い

つ

れ

　

此
方
が

先
き

と

存
候
處

、

案
外
な
る

事
な

ど

と

被
申

候
。

何

分

　

命
數
無

致
方
候
…

今
晩

も
名

殘
じ

や
と

て
、

先
生

御
は

な

し

二

　

御
出
…
　
　

　
　
　
　

　
　
　（
文

化
十
三

年
三

月
二

十
五

日
付
）

　

茶

山
も

「

先
生
（
奉
水
）

は

私
よ

り

精
神

た

し

か

な

る

人
故
、

い

ず
れ
私

が

先
き
に

逝
く

と

思
っ

て

い

た

の

に
、

案
外

な

る

事
で

あ
っ

た
。

何

分、

天

命
で

あ

れ
ば

致
し

方
も

な
い

こ

と

…
」

と
、

し

み

じ

み

語
っ

た

り

し

て
、

こ

の

と

き

二

人

は

心

の

底
か

ら

う

ち

解
け

て

話
し

合
う
こ

と

が
で

き
た

。

自

分
の

方
が

先
に

逝
く

と

思

っ

て

い

た
の

に
、

春

水

に

先
立

た

れ

て

し
ま

っ

た

茶
山
と

し
て

は
、

春

水
が

生

き
て

い

る

間
に

山

陽
と

の

仲
を

修
復
し

て

お

け

ば
よ

か

っ

た

と
、

後
悔
の

念
が

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
．

茶
山

と

山

陽
の

問
の

数
年
間
に

亘
っ

て

続
い

た

ぎ
く

し

や

く

し

た

関
係
は
、

こ

の

時

を

機
に

氷
解
し

た
。

今

後
、

茶
山

が

亡

く

な
る

ま

で

の

十

年
余
り
、

あ

る

時
は

詩

友
と
し

て
、

又

あ

る

時
は

父

親

代
わ

り
と

し

て

茶
山

と

山
陽
の

仲
は

続
い

た
。

　
以
上

述
べ

た
、

茶
山
の

山

陽

に

対

す
る

態
度
は
、

「

温

厚
寛

容
」

と

称
さ

れ

る

茶
山
の

別
の
一

面

を
示

す

も
の

で

あ

る

が
、

同

様
の

例
と
し

て

門

国

朴
齋
に

関
わ

る

事

柄
が

挙
げ
ら

れ

る
の

で
、

以

下

門
田

朴
齋
の

こ

と

に

触
れ

て

お

く
。

　
　
　
五

　
門
田

朴
齋
の

こ

と

　
茶
山
に

は

子

ど

も
が

な

か
っ

た
の

で

弟
の

ア

萬
年
を

養
子

に

し

た

が
、

萬
年
は

三

十
九

歳
で

亡

く

な
っ

た
。

そ
こ

で

妻
の

妹
の

子

で

あ
る

門

田

朴
齋
と

養
子

縁

組
み

を
し

た．、

茶

山
七

十
三

歳
、

朴

齋一
、

十
四

歳
の

と

き
で

あ

る
。

　

1

朴
齋
の

離
縁

　

朴

齋
が

茶

山

の

養
子

に

な
っ

て

か

ら
七

年

後
の

文
政
十

年

2

八

二

七
）

七

月

四

日
、

茶

山

は

亡

く

な

る
】

か

月

ば
か

り
前
に

朴

齋
を

離
縁
し

て

い

る．、

『

朴
齋
日

記
」

に

次
の

よ

う

に

記

さ

れ
て

い

る
。

七

月

四
日

晴
、

菅
三

母
、

及
千

姑
讒
余
有
日

。

余
知
之
、

而

不

　

能

防
。

是
日

大

人
逐
余

。

伯
兄

携
余
歸

家
。

時

夜
四

鼓、

内
、

　

寓
武
十

家
。

　

　
菅
三
母

及
び

千

姑、

余
を

讒
し

て

日

有
り．．

余

之

を

知

る

も
、

防
ぐ

　

　
能
は

ず
。

是
の

日

大
人

余

を

逐
ふ
。

伯
兄
、

余
を

携
へ

て

家
に

歸

　

　
る

。

時
に

夜
四
鼓

、

内
は

武

十
の

家
に

寓
す。

　

　
［
大

人
］

茶

山
。

［

伯

兄
］

一

番

年

長

の

兄
で

門

田

儀

右
衞
門。
［

内
］

妻、

静。

弘つ
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［

武

十
］

菅

波

武
十
郎。

朴

齋
と

静

結
婚
の

媒

酌
人。

和

歌
を

嗜
む
。

七

月
五

日

晴、

中
山
大
夫、

使
今

村
郡

宰、

言
余
無

罪
于
茶

山

　

翁
。

翁
不

聽
。

　

　

中
山

大
夫、

今

村
郡

宰
を

し
て
、

余
の

無

罪
を

茶
山

翁
に

言
は
し
む
。

　

　

翁
聽
か

ず
。

七

月
六

日

　
内
、

自
神
邊
至

于

法
成
寺
村

。

　

　

内、

神

邊
よ

り

法
成

寺
村
に

至

る。

七

月
九

日

　
官
命、

許

余
父

子

訣

別
。

余、

復
姓
門

田
氏

。

　

　

官

命
あ

り
て
、

余
が

父

子
の

訣
別

を

許
す

。

余、

姓

を

門
田

氏
に

復

　

　

す
。

『

先
考
朴
齋
府
君

行
状
』

に
は

、

　

養
母

門
田

氏

病
没

。

没

後
茶
翁
亦
病

。

而

翁
女

弟
及
女
姪
、

讒

　

君

有
日

。

至

此

乘
翁
病、

百

方

讒
焉

。

君
知
之

、

而

勢
不

能
爲

　

辨
説

。

文
政
十

年
丁

亥
七

月

四

日
、

茶
翁

遂
使
君
夫
妻
大

歸
於

　

門

田
氏

。

未
幾
茶

翁
病

没
。

…

　

　

養
母

門
田

氏

病
没

す。

没
後

茶

翁
亦
た

病
む

。

而

し
て

翁
の

女
弟

及

　

　

び

女．
姪、

君
を

讒
し

て

日

有
り

。

此
に

至

り

翁
の

病
に

乘
じ
、

百
方

　

　

讒
す

。

君
之

れ

を
知

る
も、

而

も

勢

辨
説
を

爲
す
能

は

ず
。

文

政
十

　

　

年

丁

亥
七

月
四

目
、

茶
翁

遂
に

君
が

夫
妻

を
し

て

門

田

氏

に
大

歸
せ

　

　

　

　

　

　

い

く
ぱ
く

　

　

し

む
。

未
だ

幾

も

な
く
し

て

茶
翁

病
没

す。

…

と

記
さ

れ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
き
や

う

　

つ

ま

り
、

「

茶
山
に

と
っ

て

は

姪

に
あ

た

る
菅
三
の

母

敬

と
、

茶
山
の

妹

千
姑
（
千
田
村
荒
木
氏

に

嫁
い

だ

茶

山
の

妹
ミ
ツ
）

の

讒
言

に

よ

り
、

七

月
四

日

に

茶
山
は

朴
齋
離
縁
の

こ

と

を
決
め
、

七

月

九

日

に

官
命
が

下
り

離
縁
と

な
っ

た
］

と
い

う
の

で

あ
る

。

　
こ

れ

も
一

つ

の

理

由

で

あ
ろ

う
が

、

後
継
者

と

決
め

て

い

た

養

子

を
、

妹
や

姪
の

讒

言
だ

け
で

茶
山
が

簡
単
に

解
除
す
る

訳
は

な

い
。

　

茶

山

か

ら
伊

澤
蘭

軒
に

宛
て

た

返

書
（
文

政

＋

年
三

月
二

＋
二

日

付

伊
澤

蘭
軒
よ

り
の

書
簡
に

対

す
る）

に
、

　

梅

兒
冢
あ
た

り
へ

之

散
行、

さ
て

く
羨
し

く

候
。

こ

と

に

弱

　

　

　

　

　
し

ゆ
ん

ば
う

　

冠

前
後
の

俊

髦

を

携
た

る

を
や

。

私

は

兒
な

し
。

養
子

も
と

か

　

く
相
應
せ

ず
。

才
子

過
て

傲
慢、

こ

ま

り

申
候

。

…

と
あ
る

と

こ

ろ

か

ら
、

傲
慢
で

あ

る

朴
齋
は

塾
の

後
継
者
と

し

て

は

不

適
当
で

あ
る

と
、

茶

山
は

常
々

思
っ

て

い

た

も
の

と

考
え

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
の

ふ

れ

る
。

そ

れ
で

も
朴
齋
に

と
っ

て

伯
母
で

あ

る

妻

宣
の

生
存
中
は

、

朴
齋
を
離

縁
す
る
こ

と

が

で

き

な
か
っ

た
。

妹

や
姪
の

朴
齋
に

対

す

る

讒
言
が

重
な
っ

た

こ

と
、

自
分
自
身
そ
ろ

そ

ろ

死

期
を

覚
悟

し

て
い

た

（
一

か

月

ば
か

り

後
に

茶

山
は

没
し

て

い

る
）

の

で

は

な

か

ろ

う

か

と

思
わ
れ

る
こ

と
、

妻
が

な

く

な
っ

て
｝

年
三

か

月

を
経

て

い

る

こ

と
等
を

勘

案
し

て
、

茶

山
は

朴
齋
の

離
縁
を

決
意
し

た

も
の

と
考
え

る
。

　

こ

の

こ

と

は

次
の

茶

山
の

経
歴

簿
に

拠
っ

て

も

肯
定
で

き

る
。

　

　

　

　

　

　

　
よ

し

ず
け

七

月

　
九

日

　
倅
堯
佐
（
朴
齋）

儀
不

熟
に

付
離
縁
達
し

。

八

月

十
一

日

　

病

気
難
治
症
に

付
、

塾

の

心

得
書
以

太

中
孫
本
家

　

本
庄
屋

菅
三

儀
養

子
に

致

度
旨

問

合
、

御
伺
之

上

勝
手

次

第
相

　

　

願

候
樣

。

八

月

十
三

日

　
男
子

無

御
座

に

付
、

御
領

分

安
那

郡
川
北
村
百

姓

　

菅
三

と

申
者
孫
に

御
座
候
間、

養
子

仕
度
願

、

即
日

願
濟

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
『

備
後
史
談
』

第
人

巻

第
五

号）
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こ

の

経
歴
簿
に

拠
る

と

茶
山

は

自

分
の

病

気
の

不
治

を

自
覚
し

、

生

前
に

姪
孫
菅
三

を

養
子
に

し

て

お

こ

う
と

思
っ

た
の

だ

ろ

う
と

考
え

ら
れ

る
。

茶
山

は
八

月

十

三

日

に

没
し

た
。

　

尚、

「

口

上

之

覺一

に

は

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

口

上
之

覺
（

門
田

朴
齋

離
縁
ノ

件
）

　

　
　

　
よ
し

す
け

　

私

養
子

堯
佐

儀
不

熟
二

付
離
縁

仕
同
人
妻
共
ゴ

御
領

分
品

治
郡

西

法
成
寺

村
門

田

儀
右

衞
門
方
江

指
戻
候

。

此
段

御
達
申
上

候
。

右
之

趣

御
年
寄
衆
中
逍
宜
キ

樣
被
仰
達
可

被
下
候

。

已
上

　

　
　
七

月

九

日

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

菅

　
太

中

　

大
御
目

付

中

口

上

之

覺

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

つ

か

ま
つ

ら

せ

　

私
弟

東
作

義
京
都

頼
久
太
郎
方

江
指

遣
儒

學
執
行
爲

　
仕
申
度

奉
存
候
。

右
之

趣
不

苦
思
召

候
ハ

寸

宜
ク

被
仰

達
可
被
下
候

。

以

上
。

　
　

八

月

御
郡

方

　
御
帳
元

衆
中

2

朴
齋
の

不

満

朴
齋
は

茶

山
の

措
置
に

対
し

て
、

門
田

儀

右
衞
門

は

次
の

七

言
絶
句

二

首
に

表
さ

れ
て

い

る
。

叙
し

た

文
に
よ
っ

て
、

詳
し

く

知
る
こ

と

が

で

き

る
。

　

　
丁

亥
七

月
出

菅
氏

所
懐
二

首
（

こ

　

　

丁

亥
七

月

菅
氏

を

出
づ

所

懐
二

首
〔

＝

　
】

片
氷
心

在
玉

壺

　
　｝

片
の

氷

心

玉

壺
に

在
り

　

何
人
投

擲
委

泥
汚
　

何
人
か

投

擲
し

て

泥

汚
に

委
ね

し

む

不
満
を

抱
い

て

い

た
。

そ

れ

　
　

　
更
に

こ

の

詩
の

前
に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

か

たりげ
け
な

く

　
廿

年
鞠
育
叨

恩

愛

　

廿

年

鞠
育

恩

愛
を

　
叨

　
く
す
る

も

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お
も

　

誰
慮
家

庭
是
畏

途
　

誰
か

慮
は
ん

家
庭

是
れ

畏
途
な
る

と

　

起
句
の

二

片
氷

心

在
玉

壺
」

は

王

昌
齢
の

「

芙
蓉
楼

送
辛
漸
」

（

芙
蓉
楼

に

て

辛
漸
を

送

る
）

の

「

洛
陽
親
友

如
相

問、

一

片
氷

心

　

　
　

　

　
　

　

　

も

在
玉

壷
」

〔
洛
陽
の

親
友

如
し

相

問
は

ば
、

一

片
の

氷
心

玉

壺
に

在

り
）

を

踏
ま

え

て

お

り
、

「

私
の

心

は
一

点
の

曇
り

も
な
い
」

と

い

う
の

で

あ
ろ

う
。

「

そ

れ

な
の

に

誰
が

こ

ん
な

ひ

ど

い

目
に

合
わ
せ

た
の

か
（
承

句
）

。

廿

年
間
（
←
二

歳
で

廉

塾
に

入

門
し

て

三

十
一

歳
で

離
縁

に

な

る
）

養
い

育
て

ら
れ

、

そ
の

恩
愛
を

忝
な
く

す
る

が
、

誰
が

こ

ん

な
ひ

ど
い

家
庭
だ

と

思
っ

た

だ

ろ

う
か
」

と

い

う
の

で

あ

る
。

「

畏
途
」

は

危
険
で

恐
ろ

し
い

道
の

意
。

　

　
（

二
）

高
歌
一

曲
歩
秋

隨

世

事

何
須
問

是

非

回

首
黄
楓
山

色
好

孱
顔
亦

有
帶
雲

時

高
歌

一

曲

秋

暉

に

歩
む

　
　

　

　
も

ら

ひ

世
事

何
ぞ

須

ん

是
非
を

問

ふ

を

首

を

回
ら

せ

ば

黄
楓

山
色
好
し

せ

ん

か

ん

孱
顔

亦
た

雲
を

帶
ぶ

る

時
有
り

　

「

声

高
く
一

曲
歌
い

な
が

ら

秋
の

冖

射
し
の

中
を

行
く

。

世
の

中
の

こ

と

は

ど

う

し

て

是
か

非

か

を

問
う
必
要

が

あ

ろ

う
か

。

見

回
せ

ば

黄
葉
し

た

楓
で

山
の

色
は

美
し
い
．．

し

か

し

そ
の

高
く
嘗

え

る

山

で

も
雲
が

か

か

る
こ

と

も

あ
る
の

だ
。

」

　

鬱
屈
し

た

気
持
ち
が

彷
彿
と

す
る

詩
で

あ
る

。

朴
齋
は

こ

の

二

首
の

詩
の

前
に

次
の

よ

う
な
叙
の

文

を

記
し

て

い

る
。

　

余

者
山
手

氏

之

子

也
。

有
故
幼
育
於
母

家、

冒
其
姓
門

田
。

年

　

十
二

從
游
菅

茶
山

翁
。

翁
無

子
養

其

姪
萬
年
爲
嗣
、

早

歿
。

乃
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子
養

余
。

養
母

即

余
生

母

姉

也
。

數
年
病

卒
。

而

有
萬
年
遺
孤

　

既

長
。

於

是
翁
逐

余
、

以

萬
年
遺
孤

爲
嗣

。

余
也

既
出

菅
氏

復

　

歸
母

家
。

寄

食
内

兄

富

卿、

冒
其
姓

如

故
。

于
時

文

政
丁

亥

七

　

月
四

口

也
。

間
居

無
聊
、

獨
以

吟、
咏

自
遣

。

門

田

惟
鄰

堯
佐

。

余
は

山
手

氏
の

子

也。

故
有
り

て

母

家
に

育
て

ら

れ、

其
の

姓

門
田
を

冒

す
。

年
十
二

從
ひ

て

菅

茶

山

翁
に

游
ぶ

。

翁

子

無

く

其
の

姪

萬
年
を

養

ひ

て

嗣

と

爲
す
も
、

早

く

歿
す
。

乃

ち

子
と

し

て

余
を

養
ふ

。

養

母

は

即

ち

余
が

生

母
の

姉
な

り
。

數
年
に

し

て

病
み

て

卒
す
。

而
し

て

萬
年
の

遺

孤

有
り

て

既
に

長
ず。

是
に

於
て

翁

余
を

逐
ひ
、

萬
年
の

遺
孤

を

以

て

　

　

　
　

　
　
ま
た

嗣

と

爲
す

。

余

也

既
に

菅

氏

を

出
で

て

復
た

母

家
に

歸
る。

内

兄

富
卿

に

寄
食
し
、

其
の

姓

を

冒

す
こ

と

故
の

如
し

。

時
に

文

政
丁

亥
七

月

四

な

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
や

り
。

間

居
無
聊、

獨
り

吟
咏
を

以
て

自
ら

遣
る。

門
田

惟
鄰
堯

佐。

　

［

萬
年

遺
孤
］

菅
三

。

茶

山
の

次
弟

猶
右

衞
門
（
汝
櫃）

の

子
が

萬
年

　

（
公

壽
）
、

萬

年
の

子
が

菅
三

で

あ

る
。

［

菅
三
］

諱

は

惟
縄

、

字
は

昭

　

叔、

通
称
は

菅
三
、

天
保
二

年
に

三

郎
と

改
め

る
。

号
は

艮
齋
・

懶
庵
・

　

自

牧
齋。

文

政

÷

年
十

月

十
五

日
に

廉
塾
を

嗣

ぐ
。

天

保
八

年
十

月
弘

　

道
館

勤
務
を
命
ぜ

ら
れ

る
。

萬
延
元

年
七

月
三

日
、

五

十
一

歳
で

没

す
。

　

文

政

七

年
に

朴

齋
が

茶

山
の

養
子
と

な
っ

た

と

き
、

菅
三

は

九

歳

で

あ

　

っ

た
。

山

陽
は

こ

の

文
に

次
の

よ

う
な
評
を
加

え

て

警
告

し
て

い

る
。

　

自

叙
豈
可

如
此

暴
露

。

君
子

小

人
、

宅
心

之

異
、

立
言

之

殊
、

　

於

是
乎

見、

愼
旃

。

（

自
叙

豈
に

此
の

如
く

暴

露
す
べ

け

ん

や
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

あ
ら

は

　
　

　
　
こ

れ

　

君
子

小

人
、

宅
心
の

異、

立

言
の

殊、

是
に

於

て
か

見

る
。

旃

　

を

愼
ま

ん
）

と
。

そ
の

た

め

か

朴
齋
は
こ

の

叙
文
を

朱
で

抹
消
し

て
い

る
。

　

3
　
離
縁
後
の

朴

齋

　

離
縁
さ
れ

て

二

年

後
の

文

政
十
二

年
（

一

八

二

九
）

に

朴

齋
は

福

山
藩
儒
に

抜
擢

さ
れ

十
人
扶
持
と

な

り
、

江
戸

詰
を

命
ぜ

ら

れ

た
。

文
政

十
三

年
（
一

八
三

9
か

ら

丸

山
学
問

所

で

講

義
を
始
め
、

天

保
二

年
（
一

八
三

＝

三

月

に

は
、

奥
勤
兼
役

と

な

り

福
山

藩

主

阿

　
ま

さ

や

す

部
正

寧
の

侍
読
と

な
っ

た
。

天

保
七

年
（
一

八

三
六
）

十
二

月
、

阿

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

か

み

し

も

部
正

弘

が

襲
封
す
る

や
、

上

下
格
に

昇
進
し

た
。

こ

の

よ

う

に

朴

齋
は

順
調
に

出
世
し

て
い

っ

た

が
、

嘉
永
六

年

二

八

五

三
）

六

月、

ペ

リ

ー

が

浦
賀
に

通

交

を

求
め

て

来
た

と

き、

藩
主
に

次
の

よ

う

な
尊

王

攘
夷
論
を

建
言

し
、

そ
の

結
果
朴
齋
は

侍

読
を

解
任

さ

れ

て

い

る
。

　

…

數

年

間
海
防

怠
惰

者
、

亦
幕

府
勘
吏
所

爲
也

。

勘
利

之

吏、

　

失

人

和
害
國

政
如
此．、

則
退

此

輩、

方
今

最
所

應
先
也

。

不

然

　

則

必

先

倡
和

睦

交
易

之

利
説
、

移
天

照
大

神
之

皇
國、

而

變
夷

　

狄

禽
獣

之

風
、

貽
萬
世
之

醜
辱

。

而

上

觸
天

子

之

怒
、

下

招
萬

　

民
之

喘

笑
必

矣
。

此

臣

之

所

以

希
君
上

猛

省、

以

孟
明
爲
明
鏡

　

也
。

臣

固
淺
學

、

而

自
君
上

之

幼、

叨

荷
殊
恩、

侍
讀
日

久
。

　

故
一

字

＝
涙

、

敢
獻

卑
言
、

以

諌
爭
焉

。

亦

以

爲
職
分
之
一

端

　

也
。

頓
首
謹
白

　

　

…

數
年
間
の

海
防
の

怠

惰
は

、

亦
た

幕
府
勘
吏
の

爲
す

所
な
り

。

勘

　

　

利
の

吏
、

入
の

和
を

失
ひ

國

政
を

害
す
る

こ

と

此
の

如
し

。

則
ち
此

　

　
の

輩
を

退
く
る

こ

と
、

方
今

最
も

應
に

先
と

す
べ

き

所
な

り。

然
ら

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

と

な

　

　

ざ
れ
ば

則
ち

必

ず
先
に

和
睦
交
易
の

利
説

を

倡
へ

、

天
照

大
神
の

皇
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の

こ

　

　

國
を

移
し
、

而

し
て

夷
狄
禽

獣
の

風

を

變
へ

、

萬
世
の

醜

辱
を

貽

さ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

せ

う

　

　

ん
。

而
し

て

上

は

天

子
の

怒

り
に

觸

れ
、

下

は

萬
民
の

嗤

笑
を

招
く

　

　

こ

と

必

な
り

。

此

れ
臣

の

君
上

猛

省
し

、

孟

明
を

以
て

明

鏡
と

爲

　

　

　

　

　

に

が

　

　
ゆ

ゑ

ん

　

　

　

　

　

　

　

も
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

　

す
こ

と

を

希
ふ

所
以
な

り
。

臣

固

よ
り

淺

學
、

而
も

君
上

の

幼
き
自

　

　

　

　
か

に

じ

け

　

　

り
、

叨

な

く

も

殊
恩
を

荷
ひ

、

侍
讀
す
る

こ

と

日
久

し
。

故
に
一

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　
か

ん

さ

う

　

　

字

＝
俣
、

敢
て

卑
言
を

獻
じ

、

以
て

諌

爭

す
。

亦
た

以

て

職

分
の

　

　
一

端
と

爲
す
な

り
。

頓
首

謹
白

。

諌
争
の

あ
と

、

朴
齋
は

次
の

よ

う
な

詩

を

賦
し

て

い

る。

　

家
國

徒
懐
千
古
愁
　
家
國

徒
ら

に

千
古
の

愁
を
懐
く

　
一

封
聊
擬

主

恩
酬

　
一

封

聊
か

擬
す

主

恩
の

酬

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
し

ん

け
い

き

　

如
今
無
復
辛
慶
忌
　
如

今

復
た

辛

慶

忌
無
き

も

　

敢
望
朱

雲
免
斷

頭
　
敢
て

朱

雲
の

斷

頭
を

免
れ
ん

こ

と

を
望
む

　
［

辛
慶
忌
］

漢
、

狄
道
の

人
。

武

賢
の

子
。

字

は

子

眞
。

烏

孫
の

赤
谷

　

城
に

屯

田
し

て

戦

功
が

あ
っ

た
。

朱
雲
が

張

禹
を

誅
せ

ん

こ

と

を

請
う

　
た

と

き、

帝
は

怒
っ

て

雲

を
誅

せ
ん

と

し

た
が

、

慶
忌
が

免

冠
叩
頭
し

　
て

力
争
し

た

の

で、

朱
雲
は

免
れ
る

こ

と
が

で

き
た

。

　

朴

齋
は

嘉
永
六

年

二

八
五

三
〕

十
月

卜
五

日
、

阿
部
侯
か

ら

職

を

解
か

れ

家
を
福
山

に

移
し

た
。

場
上

の

こ

と

か

ら
朴

齋
は

性
格

的
に

は

聊
か

過
激
で

熱
血

漢
で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

研

ぎ

澄

ま

さ

れ
た

刃
の

よ

う
な

鋭
さ

を
持
ち
、

茶
山
の

言

う
、

才
子

過
て

傲
慢
」

な
人
だ
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

　

　

お
わ

り

に

　

「

才
子

過

て

傲
慢
」

な

人
柄
は

廉
塾
の

後

継
者
と

し

て

ど

う
か

と

茶
山

は

危
惧

し

た

も
の

と

思
わ
れ

る．、

そ

れ

で

も
茶

山

は

何
と

か

教
育
を

し

て
、

廉
塾

の

後

継
者
に

育
て

上

げ
よ

う
と

努
力

し

た

に

違
い

な
い

。

朴
齋
を

養
子

に

迎

え

て

生

活
を

共
に

す

る

よ

う
に

な
っ

て

か

ら
は

、

茶
山

の

眼

に

余

る
よ

う

な

言
動
が

屡
々

あ
っ

て

も、

子
の

無
い

茶
山
は

、

何
と

か

廉
塾

の

後
継
者
と

し

て

相

応
し

い

人
物
に

な
っ

て

欲
し
い

と

期
待

を
掛
け

続
け

て

い

た

は

ず

で

あ

る
。

し

か

し
、

朴
齋
は

茶

山
の

願
い

通

り

に

は

な
ら
な
か

っ

た
。

伊
澤
蘭
軒
宛
の

手

紙

で

「

才
子

過

て

傲
慢
で

困

る
」

と
い

う

言
葉

を

用

い

た

の

は
、

茶
山
の

死
の

四

か

月

前
の

こ

と

で

あ

る
。

朴
齋

を

養

子

と

し

て

迎
え

て

か

ら

七

年

目
、

朴
齋
が

塾
生

と

し

て

廉
塾

に

来

て

か

ら
約
二

十

年

を

経
て

い

る
。

人
一

倍
辛
抱

強
い

茶
山

も

こ

こ

に

至
っ

て
、

自
分
の

力

で

は

ど

う

し

ょ

う
も
な

い

こ

と

を

悟

り
、

我
慢
の

限

界
を

感
じ

た

も
の

と

思
わ

れ
る

。

「

才
子

過
て

傲
慢

で

困

る
」

と
い

う
言

葉
の

裏
に

は
、

「

塾
童

に

対

す
る

温

か

み
が

な

い
」

「

時
と
し

て

塾
童

を

見

下

げ
た

行
為
が

あ

る
一

と
い

っ

た

意
味

合
い

も

感
じ

ら

れ
、

こ

う
い

う

人

柄
で

は

廉
塾
の

後

継
者
に

す
る

こ

と

は

で

き
な
い

と

覚
悟
を

決
め

た
の

で

あ

ろ

う
、

又
、

阿
部

藩
主

か

ら

解
任
さ
れ
た

こ

と

か

ら
、

自
分
の

信
念
を

貫

く

た

め
に

は
、

周

囲
の

斟
酌
等
は
一

顧
だ

に

し

な
い

と
い

っ

た

頑

な
さ
が

朴
齋
に

は

あ
っ

た
の

だ

ろ

う
と

考
え

ら

れ

る
。

死

期
を

悟

つ

た

茶
山
は

い

つ

ま

で

も
【

温

厚

寛
大
」

で

あ

る

こ

と

は

で

き

な

か
っ

た
。

土

壇

場
に

来
て

茶

山

は
、

廉
塾

存
続
の

爲
に

朴
齋
を

離

縁
す
る
と
い

う

苦

渋
の

決
断
を

下

し

た

も
の

で

あ

ろ

う
。

　

山
陽
を

廉
塾
に

引
き
取
っ

た

と

き
も
茶
山

は

そ
の

才
能
を

高

く

評
価
す
る

が

故
に
、

性
格
的
な

欠

点
を
何
と
か

正

そ

う

と
→

年
余

り

も
関
わ
っ

て

来

た
。

茶
山
は

山

陽
が
、

い

ず
れ

は

廉
塾
を

守

り
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た

て

て

く

れ

る

も
の

と

大
き

な

期
待

も

抱
い

て
い

た
。

文

化
七

年

八

月
二

十

八

日

付
け

伊
澤
蘭
軒
宛
て

の

手
紙

で

茶

山
は

山

陽
を

評

し

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
は

に

らロ

　
「

年
す
で

に

三

十

匸

す
こ

し

流
行
に

お

く
れ

た

る

を
の

こ
、

廿

　

前
後
の

人
の

樣
に

候
。

は

や

く

年
よ

れ

か
し

と

奉
存
候
事
に

候
。

」

と

言
っ

て

い

る

が
、

坊
ち
ゃ

ん

育
ち

で

少
々

我

が

侭
で

は

あ
る
が
、

い

ず
れ

大

人
に

な

る

で

あ

ろ

う
と
茶
山

は

期

待
し

て
い

た

も
の

と

思

わ

れ

る
。

し

か

し
、

事
毎
に

そ
の

期
待

は

裏
切
ら

れ
、

山
陽
は

茶
山
の

好
意
も

温

情
も

無
視
し

、

後
足
で

砂

を

か

け

る

よ

う
に

し

て

上

京
し

て

し

ま
っ

た
。

自

分
が

去
っ

た

後
の

廉
塾
の

窮
境
な
ど

は

全

く
念

頭
に

な

く
、

上

京
後
も

自

分
の

都
合
で
、

必

要
と

す
る

度
に

茶
山
を

頼
っ

て

来

た
。

自
分
の

我
が

侭
勝
手

な

行
為
に

対
し

て

は
、

臆
面

も
な
く
正

当
化

し

た

論
を
立

て

る．、

山
陽
の

父

春
水

は
、

茶
山

と

旧

来
の

親

友

で

あ
っ

た

の

で
、

春
水

の

苦
衷
を

察
す

る

茶
山
は
、

極
力
山

陽
の

面

倒
を

見
て

来

た
。

し

か

し
、

山

陽
の

上

京
後
は

山

陽
の

書
簡

に

も
必

要

で

な
い

限

り

返

書
は

認

め

な

か

っ

た
。

必

要
な
場
合
は

用

件
の

み
と
い

っ

た

状
態
が

数
年

間

続
い

た
。

そ

れ

は

「

茶
山

も

相
当
に

依

怙
地

だ
」

と

思

え

る

ほ

ど
の

頑

固
さ
で

あ
っ

た
。

茶

山

は

我
慢
強
い

人
で

、

余
程

の

こ

と

で

無
い

限
り

怒
り

を
外
に

表
さ

な

い

と
こ

ろ

か

ら

「

温

厚
寛
容
」

な

る

人

物
と
称

さ
れ
て
い

る

が
、

余
り

に

も

自
己

中
心

的、

身
勝

手
の

過

ぎ
る

山
陽
に

対

し

て
、

そ
の

怒

り

が

ど

う
に

も
抑
え
き

れ

な

く
な

り、

と

う
と

う
堪
忍

袋
の

緒
は

切
れ

て

し

ま
っ

た
。

「

勢
田

途
上
」

の

詩
で

自
分

自
身
を

「

恨
人
」

と

呼
ぶ

ほ

ど

山

陽
に

対

す

る

恨

み

は

積
も
っ

て

い

た
。

「

温

厚
寛
容
」

な
る

人

と

称

さ
れ
る

反
面、

人

の

道
に

外
れ

た

行
為
に

対

し

て

は
、

頑

と

し

て

許
さ

な

い

強

情
さ

を
持
ち

、

ま

た

大

事
を
前
に

し

た

と

き
は

、

梃
子

で

も
動
じ

な

い

頑
固

さ

を

持
つ

、

茶
山

に

は

そ

う

い

う
一

面
が
あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

注

［
小

石

元

瑞
」
（
一

七

八
四

〜
一

八

四

九
）

元
俊
の

長
男
。

久

留
米
藩
儒

。

　

　

　

　

　

　

　
　
　

て

い

え

ん

　
名
は

龍
、

通

称
は

玄

瑞、

樫

園
と

號
し

た
。

父

の

後
を
嗣
い

で

高
名

。

　
頼

山
陽
・

田

能

村
竹
田

ら

と

親

交
が

あ

っ

た
。

［

金

山
重
左

衞
門
］

京

都
麩
屋

町

に

住

む

春
水
の

親
し

い

友
人

。

津
和
野

　
藩
用
達
の

人。

［
篠
崎
三

島
］

二

七

三

七

〜
一

八
一

三
）

大
坂
の

入
。

儒
者

。

名

は

應
道
、

　
字
は
安
道
、

通
称
は

長
兵

衞
、

三

島
と

號
し

た
。

茶

山
は

安
永
九

年

二

　
七

八

〇
）

最

後
の

京

都
遊
学
と
な
っ

た

第
六

回
の

上

洛
の

四
月

廿
九

日、

　
丹

後
の

小
西

伯
熙

を

訪
ね
、

そ

こ

で

初

対
面
し

て

親
交
を

結
ぶ
よ

う
に

　
な
っ

た
。

「
篠
崎
小

竹
］

篠

崎
三

島
の

養
子

で
、

茶

山
の

『

花
月

吟
』

の

序
文

を
書

　
い

て

い

る
。

山

陽
と

は
終
生

の

友
と
し

て

親
交
を

持
ち

、

山

陽
の

力
に

　
な
っ

た
。

［
田

中
藤
三

郎
］

篠
崎
三

島
門
人

、

広

島
蔵

屋
敷

詰。

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
か

ん

た
う

［
龜
井
道

載
］

南
冥
。

福
岡
藩
に

仕
え
た

儒
官
。

甘

棠
館
の

祭
酒

と

な
り
、

　

徂
徠

學
の

振
興
の

た

め
に

努
力
し

て

い

た
が
、

寛
政
四

年
七

月
に

祭
酒

　
の

地

位
を

追
わ

れ、

蟄
居

謹
慎
を

命
ぜ

ら

れ
た

。

豪
放
な

言
動
に

よ
っ

　
て
、

屡
々

同
藩

内
の

朱
子

学
者
た

ち
の

反
感
を

買
っ

て

い

た

こ

と

は

事

　

実
だ
が
、

こ

の

失

脚
は
寛

政
二

年
の

異
學
の

禁
の

影
響
だ
っ

た
で

あ
ろ
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’
つ

。

［
武

元

登
登

庵
一

二

七
六
七

〜

八
…

八
）

備
前
国
和
氣

郡
北

方
村
の

人
。

　

名
は

正

質、

字
は

景
文

、

通

称
は

周

平
で、

登

登

庵
、

行
庵
、

泛

庵
と

　

號
し

た
。

幼

く
し

て

藩
校
の

閑

谷
黌
に

入

り
、

神
童

と
称
せ

ら
れ
た

。

　

茶

山
に

私
淑
し

、

山
陽

、

田

能
村
竹
田
ら

多
く
の

文

人
墨
客
と

交
わ
り
、

　

諸
国

を

遊
歴
し

て

悠
々

自
適
の

生

涯

を
送
っ

た
。

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
の

ぶ

さ
だ

［

伊
澤
蘭
軒
］
（
一

七

七
七

〜
一

八

二

九
）

名
は

信

恬
、

字
は

澹
父
（
憺
甫
）

、

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
レ

ね
　
　

　

さ
い

　

通
称
は

辭
安

。

蘭
軒
・

姦
（
蘭
）

齋
・

都
梁
・

笑
仙
等
と

号
し

た
。

医
者
・

　

校
勘
学
者

。

江

戸
本

郷

真
砂
町

生
ま

れ
。

父
、

信
階
の

後
を

継
い

で

福

　

山
藩
の

藩
医

を
務
め

た
。
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